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〔表紙〕　横河川の桜アーチ

　岡谷市北部の鉢伏山に源を発し、14kmにわたっ
て市内を流れ、諏訪湖に注ぐ横河川。河口付近か
ら 4km余り続く桜並木には、ソメイヨシノを中心
に約 400 本の桜が植えられ、川の両岸にどこまでも
続く薄桃色のトンネルは圧巻です。桜祭りやライト
アップも行われ、毎年多くの人で賑わいます。

� （写真提供：岡谷市）

行政書士倫理綱領
行政書士は、国民と行政とのきずなとして、国民の生活向上と

社会の繁栄進歩に貢献することを使命とする。
１　行政書士は、使命に徹し、名誉を守り、国民の信頼に応える。
２　行政書士は、国民の権利を擁護するとともに義務の履行に寄

与する。
３　行政書士は、法令会則を守り、業務に精通し、公正誠実に職

務を行う。
４　行政書士は、人格を磨き、良識と教養の陶冶を心がける。
５　行政書士は、相互の融和をはかり、信義に反してはならない。
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日行連新年賀詞交歓会

令和 7年新年賀詞交歓会に参加しました
� 副会長　松島　茂行

日本行政書士会連合会・日本行政書士政治連盟・公益社団法人コスモス成年後見サポートセ
ンター共催の新年賀詞交歓会が、1月 17 日にホテルオークラ東京で開催されました。長野会
からは、和田会長と副会長 4名が参加しました。

常住日行連会長および井口日政連会長からは、当日が阪神淡路大震災から 30 年目の節目と
なる日であることに触れ、今までの震災時の行政書士会員の活躍が紹介されるとともに、今後
の体制強化について述べられました。その後、昨年のマイナンバーカード普及事業の行政書士
以外の者による手続き代行において、不正受給及び多額の報酬を得ていた事例を挙げ、今国会
における「デジタル社会に機能する行政書士法の改正」の必要性と成立に向けて全力で取り組
むとの説明がありました。

また、村上総務大臣をはじめ多くの国会議員の御来賓からは、行政書士法改正に対し必ず成
立させるとの決意と、我々行政書士に対して街の身近な法律家として住民の方々の相談を受け
るなどの活動について感謝が述べられるとともに、今後の活躍について期待していることのお
言葉がありました。

その後、乾杯へと進み終始華やいだ雰囲気の中、お開きの時刻まで全国から集った旧知の会
員のみなさんと懇談を楽しむことができました。

また、賀詞交歓会への参加に先立ちまして、長野県選出国会議員の議員会館事務所を訪問し
挨拶を行いました。

常住日行連会長 宮下一郎議員（右から3人目）を囲んで



─ 3─

令和 7 年　新年賀詞交歓会

� 広報業務対策部員　大前　進一郎

1月 21 日、長野市の「ホテル国際 21」において、長野県行政書士会、長野県行政書士政治
連盟、（公社）コスモス成年後見サポートセンター長野県支部の共催により、新年賀詞交歓会
が開催されました。当日は、多くのご来賓の皆様をお迎えし、盛大に催されました。

開会にあたり、主催者を代表して和田英幸会長より新年のご挨拶があり、その後、ご来賓の
皆様から心温まるご祝辞を頂戴しました。ご来賓のあいさつでは、当初は大雪が予想されてい
たものの、実際にはそれほど降らず、比較的暖かい日が続いているという話題にも触れられま
した。

長野県知事　阿部守一様

長野市長　荻原健司様

日本行政書士会連合会会長　常住豊様（中央）
千曲市長　小川修一様（長野会会員）（右）

和田会長あいさつ

乾杯　長野県議会議員　西沢正隆様

祝宴
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祝宴では、汐入規予&野兎（note）の皆様による歌と演奏が披露され、「コーヒールンバ」、
「オーシャンゼリゼ」、「いとしのエリー」などの馴染みのある楽曲が演奏され、会場は大いに
盛り上がりました。

また、長野会の賀詞交歓会では恒例となっている県歌「信濃の国」の斉唱が行われ、汐入さ
んの先導のもと、参加者全員で歌い上げました。

最後になりますが、本会の企画・運営にご尽力いただいた総務部の皆様、事務局の皆様に心
より感謝申し上げます。本年もどうぞよろしくお願いいたします。

アトラクション（汐入規予＆野兎（note）の皆様）

万歳三唱
（日行連関東地方協議会会長　古田島俊憲様）

県歌「信濃の国」斉唱
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ご来賓の皆様からご祝辞をいただきました

長野県議会議長　山岸喜昭様長野県知事　阿部守一様

千曲市長　小川修一様長野市長　荻原健司様

日本行政書士政治連盟会長　井口由美子様日本行政書士会連合会会長　常住豊様

衆議院議員　井出庸生様 参議院議員　杉尾秀哉様
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令和 6 年度「新規登録者必須研修会」が行われました
� 広報業務対策部

去る 2月12日、13日の二日間、研修部主催の「新規登録者必須研修会」が、松本市のアルピ
コプラザホテルを会場に行われました。
今年度の研修会もデジタル推進特別委員会の協力により、希望者はオンライン配信での受講
が選択できました。

－　 1日目　－
あいさつ・・・和田会長
和田会長からは、ご自身が「インター
ネットのない時代」に開業された際の経験
をもとに、お話がありました。現代におい
ても変わらない心構えとして、まずは自分
が行政書士であることを身近な人に伝える
こと、消防団などの地域活動への参加や商
工会議所への加入といった「仲間づくり」
の大切さ、そして研修会へ積極的に参加することの重要性が語られました。さらに、新規登録
者の皆さんへ向けて、武田信玄公の名言『一生懸命だと知恵が出る。中途半端だと愚痴が出
る。いい加減だと言い訳が出る。』が贈られました。
アイスブレイク・・・髙木研修部長
髙木研修部長のあいさつと「アイスブレイク」から研修会プログラムが始まりました。アイ
スブレイクでは、 5つのグループに分けられた受講者が、お互いを知るための自己紹介と他己
紹介が行われました。
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行政書士業務の全体像について・・・涌井研修部員	
次に涌井研修部員が「行政書士業務の全体像について」
というテーマを参考書籍を紹介したり、涌井講師の言葉を
借りれば「風変わりな仕事の事例」を挙げたり行政書士の
業務の広がりを説かれました。ちなみに講義で取り上げら
れた書籍は、懇親会の景品として提供されました。

行政書士法、コンプライアンス・・・鈴木総務部長	
鈴木総務部長は、「行政書士法、コンプライアンス」の
講義を担当し、行政書士法の沿革や令和 6年 4月 1日に施
行された「行政書士職務基本規則」の解説の他、使い方を
誤れば大きな問題になる「職務上請求書」の取り扱い注意
点の詳しい説明がありました。

権利義務関係・・・飯塚研修部員	
税理士でもある飯塚研修部員からは、「遺産分割協議書
の作成と遺産整理業務」について税理士の視点から行政書
士が作成した協議書の問題点を具体的な例を挙げ、資料も
提供しての解説がありました。
誤字脱字や記載内容の漏れがある協議書が散見されると
の指摘がありました。

後見業務・・・栁澤コスモスしなの支部長	
「成年後見業務」の分野は、栁澤コスモスしなの支部長
の講義で、成年後見制度の概要についての説明があり、な
ぜ行政書士が後見業務に取り組むのかを行政書士の社会貢
献活動を行う必要性や、そのことによる地位向上について
も語られました。また、専門職後見人の不足が顕在化して
きているという現状であるとか、成年後見を受任すること
で一定の収入のめどがつくという受講者にも関心があるであろう話しもありました。

先輩行政書士の講話・・・八幡会員	
「先輩行政書士の講話」は、昨年の講義で大好評を得た
中信支部の八幡徳広会員が登壇し、開業のきっかけから今
日に至るまでの売り上げデータなどを惜しげもなく公開
し、受講者にとっては刺激になり、業務の上でも参考にな
る盛りだくさんの内容でした。どのように付加価値を付
け、差別化を図り、強みを見つけて自分をアピールするこ
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とができるか。講師の話から差別化のためのキーワードを拾い出してみると「知識・技術」
「語彙力・表現力」「姿勢・熱意」「安心感・スピード感」などが印象に残りました。また、仲
間づくりの重要性も語られました。

パネルディスカッション・・・五味研修副部長	
五味研修副部長の進行で行われたパネルディスカッ
ション「先輩行政書士が語る　新規登録から現在まで
の話」では、受講者のみなさんの関心が高いと思われ
る開業時の営業方法や報酬、失敗談などを聞くことが
できました。登壇者は藤森啓志会員（東信支部・登録
8年目）、涌井史明会員（長野支部・登録 7年目）、藤
井美喜会員（長野支部・登録 5年目）の皆さんです。
営業については、前職や地元のつながり、他士業との関係構築、商工会議所への加入など、人
脈づくりの大切さが挙げられ、報酬については、同業者のホームページを見て「相場」を調べ
るという話もありました。
新規登録者の皆さんへは、調べてもわからないことは役所の担当者に相談する、支部の活動
に積極的に参加する、役員の話が来たら引き受ける、研修会にはジャンルを問わず参加する、
といったアドバイスがありました。

－　懇親会　－
受講者のみなさんも朝から夕方まで着席して講義を聴き続けるのは久しぶりのことではな
かったでしょうか。そんな長い一日が終わり、お待ちかねの懇親会です。乾杯の後、参加者全
員があらためての自己紹介。みなさんの意外な一面を垣間見ることができました。
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涌井研修部員によるサプライズでジャンケン大会が行われ、優勝した方へ業務に役立つ書籍
が贈られました。「二次会」も盛り上がったことでしょう…。

－　 2日目　－
農林建設業務（農地）・・・藤森会員	
藤森啓志会員による「農地法関係手続について」の講義
からスタートしました。冒頭で農地法関連の代表的な手続
きである農地法 3条～ 5条の許可、届出及び農振除外の
概要について説明が行われ、その後農地法 5条の許可申請
について、実際の申請書類に基づいた詳細な解説がありま
した。また申請書類を作成する際に利用する書類取得・作
成ツールとして、登記情報提供サービス、信州暮らしのマップをはじめとした各種サービス
や、JWCAD、アドビDCなどのアプリケーションの紹介がありました。

運輸交通業務・・・良川運輸交通部長	
次に、良川運輸交通部長から「運輸交通業務の実務」に
ついて説明がありました。最初に相続や国際業務などの身
分に関係する業務と比べて煩雑さが少ないため取り組みや
すく、書類がしっかりと揃っていれば基本的に手続きは完
了するなどの、業務の特徴についての紹介がありました。
その後、行政書士が行う主な業務である車検証に記載され
た内容を変更する手続きや車庫証明、出張封印・再々委託制度、自動車を利用した事業に関す
る手続等について、実際の申請様式を参照しながら具体的な説明がありました。

農林建設業務（建設）・・・田嶋農林建設部員	
田嶋農林建設部員は「建設業務」について、毎年改正さ
れる建設業法や昨年末よりスタートした長野県を共同受付
窓口とする県及び県内市町村の電子申請による入札参加資
格の電子申請化などにふれ、早期の情報収集や知識のアッ
プデートについてその重要性を説きました。またそのため
には県のメールマガジンに登録するなど、自ら積極的に情
報を取りに行く姿勢を持つことの必要性にも触れていました。
また、顧客取引の継続性を確保できる建設業務の魅力や日々の建設業務を行う上での注意点
について、具体的な例を交えながら解説を行いました。



─ 10 ─

環境生安業務・・・和田環境生安部員	
続いて、和田環境生安部員より「風俗営業に関する業
務」及び「産業廃棄物処理法の基礎」について説明があり
ました。まず風俗営業の種類につきそれぞれ概要を紹介し
たのち、行政書士への依頼が一番多い社交飲食店に関する
申請について、書類の作成方法や許可要件などの説明があ
りました。また、リスク回避のために申請時には店内の写
真を撮っておくとよい、といったアドバイスもありました。続いて産業廃棄物処理法の講義で
は、まず基礎知識として、産業廃棄物と有価物の別、産業廃棄物と一般廃棄物の別及び廃棄物
の処理についての解説が行われ、その後、産業廃棄物収集運搬許可申請の書類作成について実
務に基づいた講義が行われました。

国際業務・・・三浦国際部長	
三浦国際部長からは「行政書士と外国人」というテーマ
で講義が行われました。
最初に「他の業務と違い、書類をそろえれば許可が下り
るというものではなく、法務大臣の裁量がすごくはたら
き、かつそのときの入管や日本の情勢にも左右される」業
務であること、また「特定技能等の新しい在留資格が創設
されたことにより行政書士の仕事も増えている」といった国際業務の特徴について紹介があり
ました。そのうえで行政書士が取り扱う外国人に関する手続きや各在留資格の要件などの解説
が行われ、最後に「絶対に虚偽申請をしない」など国際業務に携わる場合の注意点についてア
ドバイスがありました。

相談技法・・・二瓶ADRセンター長	
2 日目の最後は二瓶ADRセンター長から相談技法

についての講義が行われました。最初に「像を冷蔵庫
に入れるにはどうしたらよいか」「キリンを冷蔵庫に
いれるには？」といったアイスブレイクが行われ、こ
の作業を通して「人はそれぞれ違った見方考え方をす
る」ので「しっかり話を聞く」ことが重要である、と
いう相談技法の基本を確認しました。そのうえで「開
かれた質問」、「繰り返し」、「リフレーミング」などの
傾聴技法やお客様との信頼関係の構築方法などの講義
が行われました。また受付票や顧客管理票の活用、お
客様への業務進捗報告の重要性など、理想の事務所づ
くりを行うための具体的なアドバイスがありました。



─ 11 ─

－　修了証書交付　－
和田会長から受講者の代表に修了証書が交付され、研修会は閉会しました。

最後に、髙木研修部長から受講者のみなさんへのメッセージです。

　2日間にわたる長時間の研修会、お疲れ様でした。それぞれの方が登録時に描い

ていたなりたい姿ややりたいことに少しでも近づく研修会であったならば幸いです。

実務の最前線で活躍されている長野会の先輩達による講義や講話、パネルディスカッ

ションはどれも聞き応えがあり、業務内容はもちろんのこと信頼される行政書士にな

るために大切なことをたくさん伝えてくださいました。また、懇親会もとても楽し

く、今後会務や研修会で再会できる時を楽しみにしております。今回オンライン受講

だった会員の方も、またリアルな研修会等にぜひ足をお運びください。これからも法

改正や制度改正にアンテナを張り、常に研鑽を続けてまいりましょう。2日間、あ

りがとうございました。
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受講生の紹介

〈質問事項〉

　 ①趣味／特技

　 ②好きな言葉

　 ③これから取り組みたい業務

　 ④自己 PR ／抱負

髙地智博　東信支部
①ゴルフ　I T
② 7 つのつもり
③模索中です。
④ほぼ 40 年、I T 業界に従事しており、
法に関しては全くと言って良い程無知な
状態ですが、I T の強みを生かした業務
を行っていければと思います。

黒岩  希　東信支部
①散歩
②和を以て貴しとなす
③農地転用、開発許可
④不動産会社との兼業の行政書士として
開業しました。お客様の立場に寄り添い
ご提案できる行政書士となりたいと思い
ます。宜しくお願いします。

須田拓真　東信支部
①筋トレ　映画鑑賞
②窮すれば通ず
③自賠責被害者請求、国際業務
④依頼者のお役に立てるよう、自己研鑽
を怠らず、日々の業務に取り組んでいき
ます。

荻原世志成　東信支部
①猫と遊ぶ
②なんとかなる
③国際業務
④司法書士（業務歴 25 年）との兼業で
すが、新人行政書士として新しい業務に
真摯に取り組みます。

神原  厚　東信支部
①ゴルフ
②風林火山
③間口は広くでございます。
④行政書士という職業を通じて、地域の
皆様のお役に立ちたいと思っています。

土屋富二男　東信支部
①登山及び動植物の観賞　スキーのインストラ
クター
②前進あるのみ
③これから、高齢化が増々進むので後見業務に
取組みたい。
④自分で行っている主な業務内容をしっかり勉
強し、その上で、研修により得た知識を活かし
巾広く業務全般を身につけていきたい。

大井政彦　東信支部
①ギター（とはいうものの開業以来余裕がなく
てほとんど弾いてません。）
②一陽来復、夢の途中
③農地法、開発
④他士業との兼業であるため関連する業務から
徐々に広げていけたらと思います。
今、玉置浩二（安全地帯）の「あなたに」が推
しです。

丸山忠志　東信支部
①ロードバイクでのサイクリングで運動
不足の解消をしています。
②継続は力なり
③現段階では、建設系の許認可を中心に
取り組んでいきたいと思っています。
④事業者の皆様のお手伝いができるよう
に、精進してまいります。

山岸哲也　諏訪支部
①バスケットボール（小学生のアシスタ
ントコーチ、審判やってます）
②継続は力なり
③建設業許可関係、相続支援
④税理士業を本業としています。お客様
が自らの本業に専念できるよう、良きサ
ポーターになれるよう頑張ります。

小林紀輝　諏訪支部
①読書、自転車
②人の行く裏に道あり花畑
③建設業許可申請
④資格を取ったばかりで覚えなければな
らないことが多いですが、前向きに努め
てまいります。

浅井英彦　諏訪支部
①登山　ロードバイク　マウンテンバイク　ダイビ
ング　中国語　英語
②一念通天
③国際業務
④これまで海上自衛隊、警察官、外務省、自治体、
参議院等で勤めてきましたが定年前に早期退職
して、行政書士の世界に入りました。国際業務
を中心に経験を生かした仕事をしていきたいと
思いますのでよろしくお願いします。
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原  佑輔　南信支部
①カードゲーム
②生きてるだけでまるもうけ
③相続、農地法
④不動産業者に勤務している兼業行政書士
です。（金融機関の勤務歴もあり、金融・
不動産にも明るい行政書士として活動して
いきたいです。）
よろしくお願いします。

田中克己　南信支部
①アンティーク収集　自転車　ピアノ　ギター
②「大丈夫！」
③中小企業のみなさんの様々なお困りごとに寄
り添って、ともにお困りごとを解決していきた
いです。
④市役所で法制担当を 8 年経験しましたので
自治体法務と契約法務が対応可能です。また人
材育成、コンプラ研修対応もいたします。

小池道博　南信支部
①スポーツ観戦
②真実
③国際業務
④頼まれた仕事は全力で頑張りたい。

丸山昌幹　中信支部
①趣味　ダーツ
②スリーインザベッド
③開発許可・農地転用
④土地家屋調査士としても登録していま
すので、どちらも疎かにすることの無い
ように業務に励みます。

神吉雄飛　中信支部
①今後の業務展開を考えることが趣味で
す。いつか特技にできたらと思います。
②行政書士
③遺言、死後事務サポート
④元看護師です。現在は、特に独居シニ
アのサポートがメインです。臨床経験を
活かす行政書士を目指します。

神澤正伯　中信支部
①料理
③相続業務
④クライアントの期待に応えられるよう
精進していきたいと存じます。

西條朋美　中信支部
①読書（主にサスペンス小説）
②何かを始めるのに歳は関係ない（遅いこ
とはない）
③相続業務、入管法
④松本市の行政書士事務所の使用人行政書
士です。建設業許可メインで業務をしてい
ますが、今後他の許認可申請もやっていき
たいと思います。

岡本恵美　中信支部
①趣味：スカイパークでウォーキング　観葉植
物のお世話
特技：ヨガとピラティス　瞑想
②感謝・ありがとう
③後見業務・国際業務・建設業務
④経験豊富な先輩方、同期の皆さんからたくさ
ん学ばせて頂き、お役に立てる一員となれるよ
う精進したいです。

宮川佳奈子　中信支部
①事務所までのウォーキング　お城めぐり
②コツコツが勝つコツ！
③依頼された業務は全部取り組みたいで
す。
④困っている人を助けたい！！と思い取
得した資格なので日々の業務を全力で取
り組んでいきたいです。
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宮川  護　中信支部
①絵を描くこと、イラストレーターとしても仕
事してます。登山　ウォーキング
②情けあるなら今宵来い。明日の朝なら誰もく
る
③自分の得意な業務が何なのかまだわかってい
ないので、どんな業務も取り組んでいきたいです。
④木曽の南木曽町で開業いたしました。木曽郡
をはじめ、周辺地域の皆様の力となれるようが
んばります。

稲垣淳一　中信支部
①映画鑑賞　読書
②継続は力なり
③相続業務など
④不器用ですが、コツコツと一歩ずつ前
進していきたいと思います。よろしくお
願いいたします。

島田信司　中信支部
①旅行（美味しい食べ物と日本酒を求めて）
②為せば成る 為さねば成らぬ何事も 成
らぬは人の為さぬなりけり
③自動車登録業務
④安曇野・長野間片道約 70km を車で通
う毎日です。慣れない仕事ですが、熱意
ある皆様の存在を意識し、頑張ります！

大浦美季　中信支部
①子の成長を見ること　合唱（子が大きくなっ
たら再開したいです）
②できるできないじゃない やるかやらないかだ 
頑張りぬくこと
③法律文書作成、相続、後見、遺言、農地転用
④ 1 つ 1 つの仕事を丁寧に行いたいです。ま
た新しい業務も、恐れずチャレンジしていきた
いです。

浅香正紀　中信支部
①ウイスキーにハマってます。昨年は小
諸蒸留所見学に行きました。
②感謝
③農地法関係手続、相続業務
④行政書士としての誇りを胸に、誠実に
業務に当たりたいと思います。

松田雄太　中信支部
①プロ野球観戦
②一期一会
③農地についての手続は対応できるよう
になりたい。
④まだまだ新人ですが、日々勉強し、一
つずつできることを増やしていきたいと
思います。

米山  瞳　中信支部
①茶道
②平常心是道
③引き続き相続＆生前相談
④現在法人勤務のため実務経験 6 年と
なりました。今後も研鑽を重ねます。

石田昭彦　中信支部
①スキー
②李下に冠を正さず
③国際業務、中小企業支援、建設業等許
認可業務、相続業務
④地域貢献ができる行政書士を目指しま
す。積極的に研修会等に参加しますので、
宜しくお願いします。

玉井敏敬　中信支部
①読書　マンガ　アニメ
②小さなことに忠実な者は 大きなことにも忠
実である
③広く様々な業務を経験していきたいと思いま
すが、興味があるのは知的財産権、著作権にか
かる業務です。
④一つひとつの仕事に全力で向き合い、成長で
きるよう努めます。
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町田佑介　長野支部
①弓道　ドラム
②ご機嫌は自分でつくるもの
③相続、農地法関係
④行政書士と司法書士を兼業しておりま
す。地域に貢献・恩返しできるよう、仕
事に邁進してまいります。

田中浩一　長野支部
①ゴルフ（健康のため）
②為せば成る 為さねば成らぬ 何事も
④始めて 6 年のゴルフのスコアを伸ば
すこと（90 切り）

中島一彦　長野支部
①甘い物を食べる　ウォーキング　写真
②なるようになる
③車庫証明
④現在新しい仕事と奮闘中です。めげず
に頑張ります。

生嶋千稔　長野支部
①マラソン
②一歩ずつ
③相続
④毎年、野辺山 100km ウルトラマラソ
ンに挑戦しています。とてもきびしい競
技ですが毎年出場したくなるのはなぜで
しょう。

宮澤勇二　長野支部
①ロードバイク　モルック
②頼まれ事は試され事
③相続・成年後見、開発許可や農地転用
などの許認可業務
④私達の存在意義はご依頼者の笑顔のた
めにこそあります。仕事を通じ信州を元
気で楽しめる街にしていきたい。

栁沢早紀　長野支部
①バックパック旅　航空券手配・海外ビ
ザ申請
②挑戦また挑戦
③国際業務
④外国人の日本語支援と在留資格取得を
サポートし、多文化共生社会の実現に寄
与すること。

原  正悟　長野支部
①スキー　山歩き
②為せば成る
③後見、相続、農地、国際
④長年裁判所で裁判所書記官をしていま
した。身近なところから一歩ずつ取り組
んでいきたいと思っています。

小林史好　長野支部
①登山　ギター演奏　ＳＡＪ基礎スキー指
導員
②とにかく行動　行動することによりまわ
りの景色が変わる。
③開発許可制度に関する業務
④数多くの業種があるなかで、相談者の依
頼に的確に答えられるよう取り組んで行き
たいと思っています。
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日本行政書士連合会関東地方協議会（以下、「日行連関地協」といいます。）では毎年「国際
業務連絡会」を開催し、東京出入国在留管理局（以下、「東京入管」といいます。）管轄の各都
県と静岡会を含めた 11 都県の代表者が参集し、国際業務についての情報共有及び東京入管と
の意見交換を行っています。

東京出入国在留管理局と日行連関地協との連絡会議
令和 6年 2 月 20 日には東京入管品川庁舎において、次長以下各部門の統括クラスの担当者
10 名出席の下、①各行政書士会から寄せられた入管へ意見・要望と東京入管側からの回答、
②令和 6年 6月から運用が開始されている「監理制度」についての説明と意見交換、が行われ
ました。各行政書士会から最も多く出された意見・要望は、①審査の長期化の改善②オンライ
ン申請システムの不具合と結果遅延の改善でしたが、長野会からは「出張所における認定不交
付説明」を強く要望した結果、令和 6年 10 月より可能となったことは以前お知らせした通り
です。また、新設された「監理制度」については、まだほとんど周知されていない状況でした
が、東京入管からは行政書士の「監理人」就任を期待しているとの声があり、各行政書士会か
ら活発な質問と意見交換が行われました。

東京出入国在留管理局と日行連関地協国際業務連絡会監理措置制度に関する会議
その後、令和 6年 9 月 5 日には、東京入管において、次長以下、「監理制度」担当官数名が
出席し、「監理措置制度」に特化した意見交換会が開催されました。東京入管からは「監理措
置制度の概要」や「監理措置制度と仮放免制度との違い」などの説明があり、各行政書士会か
らは行政書士が「監理人」に就任する場合の疑問点等が多数寄せられ、ブローカー等の介入へ
の懸念の声も聞かれました。

日行連関地協国際業務連絡会
そして、令和 6年 9 月 27 日には、前橋商
工会議所で関地協当番会の群馬会が開催した
全体会議の中で「オンライン申請について」
「監理措置制度について」「倫理研修につい
て」「日行連への要望について」をテーマに
して国際業務連絡会が行われ、事前アンケー
トを元にして各行政書士会から様々な意見と
要望が出されました。長野会においては、今

事　業　報　告
国際業務連絡会について

� 国際部長　三浦　洋子
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まで不祥事が発生していなかったこともあり、特に申請取次に係る「倫理研修」を行っていま
せんでしたが、他会においては不祥事防止のため年に何度も「倫理研修」を行っていることを
知り、長野会の今後の課題としたいと思います。

東京出入国在留管理局と日行連関地協との連絡会議
さらに、令和 7年 2月 25 日には、東京入管から次長以下 3名をお招きして、「虎ノ門タワー
ズオフィス」の中にある日行連会議室において、東京入管との意見交換会が行われました。各
行政書士会からは、前回までと同様に審査結果の遅延の改善、行政書士専用電話回線の設置な
どを望む声が多数上がりましたが、東京入管からは「コロナ禍」以降の入国外国人の増加、東
京入管における出入国審査・入国事前審査・在留審査・退去強制手続き・難民認定審査に関す
る大幅な増加を示す資料が提示され、早期改善は難しいとの説明がありました。東京入管の業
務量は他の入管の取扱量と比較しても圧倒的に多く、難民認定審査に至っては 100%近くを東
京入管が行っていることが分かり、理解できる点もありましたが、実際に手続きを行っている
行政書士にとっては強く改善を望みたい問題だと思います。

以上のように、日行連関地協では定期的に東京入管との意見交換会を行い、要望等を伝えて
きましたが、来年度の関地協大会は長野県で開催されますので、是非とも会員の皆様から入管
へのご要望・ご意見をお寄せ頂き、国際業務連絡会に反映させたいと思います。
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業　　務　　資　　料

日行連発第１４６４号 

令和７年２月４日 

 

各単位会長  様 

                         日本行政書士会連合会 

                          会長 常住 豊 

                          許認可業務部 

                           部長 村山 豪彦 

 

委任状の標準様式の導入について（周知） 

 

 標題の件につきまして、今般、国土交通省において、自動車登録令第１４条第

１項第３号に規定する代理人の権限を証する書面（委任状）に関し、標準様式を

定めることとしたとの連絡がありましたので、添付のとおりお知らせいたしま

す。 

 本件については、日行連会員サイトにて周知いたしますが、各単位会におかれ

ましても会員への周知にご協力くださいますようお願い申し上げます。 

 

【添付】 

・委任状の標準様式の導入について（令和７年１月２４日付・事務連絡） 

・委任状標準様式 

・委任状標準様式（記載例） 

・送付先一覧 

 

 

以上 
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事 務 連 絡 

令和７年１月 24 日 

 

  関 係 各 位 

  （送付先は別添の通り） 

 

自動車情報課登録班長 

 

 

委任状の標準様式の導入について 

 

標記について、第３回規制改革推進会議公共ワーキング・グループ（令和６年１２月

５日実施）において、ローカルルールの統一に関して自動車登録に係る手続きにおける

申請書類の標準様式を定めることが求められました。これを受け、今般、自動車登録令

第１４条第１項第３号に規定する代理人の権限を証する書面（委任状）について、別紙

１のとおり標準様式を定めることとしましたのでお知らせします。 

なお、今般策定する標準様式は法令に定められたものではないため、標準様式以外の

委任状（現在使用しているもの等）が提出された場合であっても、当該委任状に必要事

項が記載されている場合は、申請に使用していただいて差し支えございません。 

  

     

 

【別添】 

送付先一覧 

 

日本行政書士会連合会 事務局 

一般社団法人日本自動車販売協会連合会 登録事業部長 

一般社団法人日本中古自動車販売協会連合会 常務理事 
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なぜ、氏名の
フリガナが記載
されるの？

法務省民事局
法務省民事局

行政サービスのデジタル化の促進

本人確認情報としての利用

各種規制の潜脱行為の防止

　今まで、氏名のフリガナは戸籍
に記載されておらず、法律上の根
拠がありませんでした。
　戸籍に氏名のフリガナが記載さ
れることで、以下のような効果が
期待されます。

〒100-8977 東京都千代田区霞が関1-1-1
電話：03-3580-4111（代表）

フリガナの通知を
必ず確認しよう!

令和 7年 5月 26日から
戸籍にフリガナが
記載されます

令和7年 5月 26日から
戸籍にフリガナが
記載されます

令和7年 5月 26日から
戸籍にフリガナが
記載されます戸籍に氏名のフリガナが

記載されるまで
戸籍に氏名のフリガナが

記載されるまで
戸籍に氏名のフリガナが

記載されるまで

①改正戸籍法の施行（令和7年5月26日）

③市区町村長によるフリガナの記載
　（令和8年5月26日以降）

　令和8年5月25日までに届出がなかった場合、②
で通知した氏名のフリガナが戸籍に記載されます。
　なお、この方法でフリガナが記載された場合、一
度に限り家庭裁判所の許可を得ずに変更の届出をす
ることができます（市区町村に届出をした後にフリ
ガナを変更するには、家庭裁判所の許可を得て、届
出をする必要があります）。

②記載する予定のフリガナの通知
　（①の日以降）

　本籍地の市区町村長から、③で記載する予定のフリ
ガナを通知します。誤りがないか必ずご確認ください。
　誤りがあれば、フリガナの届出をしてください。
　誤りがなければ、届出をしなくても通知のとおり戸
籍に記載されますので、ご安心ください。

戸籍制度
マスコットキャラクター
「コセキツネ」

制度の詳細はこちら 戸籍　フリガナ

戸籍に記載されるフリガナの通知書

　令和7年5月26日から令和8年5月25日ま
での間、氏名のフリガナの届出をすること
ができます。
　オンライン（マイナポータル）での届出
が便利ですが、郵送や市区町村の窓口で行
うこともできます。

　本籍地の市区町村長から、戸籍に記載さ
れる予定の氏名のフリガナが郵送で通知さ
れます。
　通知は、令和7年5月26日以降送付され
ますので、通知が届いたら必ず内容を確認
してください。
　通知のフリガナが正しいときは、届出をし
なくても通知のとおり戸籍に記載されます。

②氏名のフリガナの届出

本籍地の市区町村長
から戸籍に記載される
予定のフリガナが通知
されるから
必ず確認してね！

通知のフリガナが
誤っていたら届出
をしてね！
オンラインでの
届出が便利だよ

届出に手数料はかからないよ !
また、届出をしなくても罰則
はないから安心してね！

通知のフリガナが
正しいときは、届出
をしなくても通知の
とおり戸籍に記載
されるから大丈夫！

　②の届出がなかった場合、令和8年5月
26日以降に、①の通知に記載されたフリガ
ナが戸籍に記載されます。

③市区町村長による氏名の
　フリガナの記載

①本籍地の
　市区町村長による通知

戸籍に記載される
フリガナの通知書

届出することができるのは…
　氏名のうち、名のフリガナは各人が届け出るこ
とができます。氏のフリガナは原則として戸籍の
筆頭者が届出をすることができますが、配偶者な
どと相談するのが望ましいです。

届出する場合には…
　他の行政手続（例：パスポート、年金）等にお
いて既に使用している氏名のフリガナを確認し
ておきましょう。戸籍上の氏名のフリガナと食
い違うことがあると、他で使用しているフリガ
ナの変更手続が必要となるなど、不都合が生じ
る可能性があります。

出生等で新たに戸籍に記載
される方のフリガナは…
　令和7年5月26日から、「氏名として用いられる
文字の読み方として一般に認められているもので
なければならない」というルールが設けられます。
　例えば、（1）漢字の意味や読み方との関連性
をおよそ又は全く認めることができない読み方
（例：太郎をジョージ、マイケル）、（2）漢字
の持つ意味とは反対の意味による読み方（例：高
をヒクシ）などは認められない場合があります。

区役所

もう少し詳しく！もう少し詳しく！
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日行連発第１５６０号 

令和７年２月２０日 

各単位会長 様 

 

日本行政書士会連合会 

会長 常住  豊 

国際・企業経営業務部 

部長 水野 晴夫 

 

 

出入国在留管理庁からのお知らせについて（周知） 

 

今般、出入国在留管理庁から、各種リーフレットに関する周知依頼があり

ましたのでお知らせいたします。 

本件については、日行連会員サイトにて周知いたしますが、各単位会にお

かれましては、会員への周知につきご協力くださいますようお願いいたしま

す。 

 

【添付】 

・（ご案内）チェックシート活用促進リーフレット 

・（ご案内）永住許可申請セルフチェックシート 

・（ご案内）在留手続きのお問合せに関するリーフレット 
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✔✔ ✔✔ ✔✔

詳詳
細細
はは
ここ
ちち
らら
→→

（（
かか
んん
たた
んん
操操
作作
ママ
ニニ
ュュ
アア
ルル
））

詳詳
細細
はは
ここ
ちち
らら
→→

（（
在在
留留
審審
査査
処処
理理
期期
間間
公公
表表
ペペ
ーー
ジジ
））

《《
提提
出出
書書
類類
チチ
ェェ
ッッ
クク
シシ
ーー
トト
ササ
ンン
ププ
ルル
》》

出出
入入
国国
在在
留留
管管
理理
庁庁

公公
式式
ママ
スス
ココ
ッッ
トト
「「
イイ
ミミ
ググ
ーー
」」

↑↑
ここ
ちち
らら
のの
リリ
ンン
クク
かか
らら
チチ
ェェ
ッッ
クク
シシ
ーー
トト
掲掲
載載
状状
況況
をを

確確
認認
のの
上上
、、
各各
在在
留留
資資
格格
ペペ
ーー
ジジ
へへ
アア
クク
セセ
スス
しし
、、

該該
当当
すす
るる
チチ
ェェ
ッッ
クク
シシ
ーー
トト
をを
ダダ
ウウ
ンン
ロロ
ーー
ドド
！！

提提
出出
書書
類類
チチ
ェェ
ッッ
クク
シシ
ーー
トト
をを
使使
うう
とと
・・
・・
・・

☑
申
請
す
る
際
に
提
出
書
類
が
そ
ろ
っ
て
い
る
か

ご
自
身
で
事
前
に
チ
ェ
ッ
ク
で
き
ま
す
！

☑
提
出
書
類
の
不
備
を
予
防
し
、
結
果
が
出
る
ま

で
の
所
要
期
間
短
縮
に
繋
が
り
ま
す
！

※
審
査
過
程
で
提
出
書
類
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
に
記
載
の
な
い

資
料
の
提
出
を
お
願
い
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
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1

2

3

4

5

6

7

署名 / 作成年月日

年 月 日

日本に引き続き１０年以上在留しており、かつ、就労資格（「技術・人文知識・国際
業務」等）又は居住資格（「日本人の配偶者等」等）で引き続き５年以上在留してい
る。

直近５年間、住民税を適正な時期に納税している。

国税（源泉所得税及び復興特別所得税、申告所得税及び復興特別所得税、消費税及び
地方消費税、相続税、贈与税）の未納がない。

直近２年間、年金保険料（国民年金及び厚生年金）を適正な時期に納付している。

直近２年間、医療保険料（健康保険、国民健康保険及び後期高齢者医療保険）を適正
な時期に納付している。

※ 未納や当初の納税期限を超えて納税したことがある場合は、「いいえ（Ｎｏ）」を選んでください。
※ 以下に該当する場合は、それぞれ当てはまる期間の状況を回答してください。
 ・高度外国人材として７０点以上有している場合 → 直近３年間
 ・高度外国人材として８０点以上有している又は特別高度人材外国人に該当する場合 → 直近１年間

※ 未納や当初の納付期限を超えて納付したことがある場合は、「いいえ（Ｎｏ）」を選んでください。
※ 高度外国人材として８０点以上有している又は特別高度人材外国人に該当する場合は、直近１年間の状況
 を回答してください。

※ 未納や当初の納付期限を超えて納付したことがある場合は、「いいえ（Ｎｏ）」を選んでください。
※ 高度外国人材として８０点以上有している又は特別高度人材外国人に該当する場合は、直近１年間の状況
 を回答してください。

はい
(Ｙｅｓ)

はい
(Ｙｅｓ)

はい
(Ｙｅｓ)

はい
(Ｙｅｓ)

現在の在留資格について、在留期間「３年」又は「５年」が決定されている。

過去に、日本の法令に違反して罰金刑・懲役刑・禁固刑を受けたことがない。
はい

(Ｙｅｓ)
いいえ
(Ｎｏ)

はい
(Ｙｅｓ)

・永住許可の要件に該当するか、事前に確認していただくためのものです。
・以下の質問について、「はい（Ｙｅｓ）」か「いいえ（Ｎｏ）」のいずれかに「○」をつけてださい。
 ※ 一つでも「いいえ(Ｎｏ)」に該当した場合、永住許可申請は「不許可」となる可能性が高くなります。
 （「いいえ(Ｎｏ)」が一つもなかったとしても、永住許可申請の「許可」を約束するものではありません。）

はい
(Ｙｅｓ)

いいえ
(Ｎｏ)

いいえ
(Ｎｏ)

いいえ
(Ｎｏ)

いいえ
(Ｎｏ)

いいえ
(Ｎｏ)

いいえ
(Ｎｏ)

永住許可申請セルフチェックシート【就労関係の在留資格の方】

※ 以下に該当する場合は「はい（Ｙｅｓ）」を選んでください。
 ・高度外国人材として７０点以上有して、３年以上継続して在留している。
 ・高度外国人材として８０点以上有して又は特別高度人材外国人として、１年以上継続して在留している。
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1

2

3

4

5

6

7

署名 / 作成年月日

年 月 日

（あなたが日本人、永住者又は特別永住者の配偶者である場合、実体を伴った婚姻生
活が３年以上継続し、かつ、）日本に引き続き１年以上在留している。

はい
(Ｙｅｓ)

いいえ
(Ｎｏ)

永住許可申請セルフチェックシート
【在留資格「日本人の配偶者等」、「永住者の配偶者等」の方】

・永住許可の要件に該当するか、事前に確認していただくためのものです。
・以下の質問について、「はい（Ｙｅｓ）」か「いいえ（Ｎｏ）」のいずれかに「○」をつけてください。
 ※ 一つでも「いいえ(Ｎｏ)」に該当した場合、永住許可申請は「不許可」となる可能性が高くなります。
 （「いいえ(Ｎｏ)」が一つもなかったとしても、永住許可申請の「許可」を約束するものではありません。）

直近３年間（あなたが日本人、永住者又は特別永住者の子である場合は、直近１年
間）、住民税を適正な時期に納税している。

はい
(Ｙｅｓ)

いいえ
(Ｎｏ)

※ 未納や当初の納税期限を超えて納税したことがある場合は、「いいえ（Ｎｏ）」を選んでください。
※ あなたが扶養を受けている場合は、あなたの扶養者の納税状況を回答してください。

国税（源泉所得税及び復興特別所得税、申告所得税及び復興特別所得税、消費税及び
地方消費税、相続税、贈与税）の未納がない。

はい
(Ｙｅｓ)

いいえ
(Ｎｏ)

直近２年間（あなたが日本人、永住者又は特別永住者の子である場合は、直近１年
間）、年金保険料（国民年金及び厚生年金）を適正な時期に納付している。

はい
(Ｙｅｓ)

いいえ
(Ｎｏ)

※ 未納や当初の納付期限を超えて納税したことがある場合は、「いいえ（Ｎｏ）」を選んでください。
※ あなたが扶養を受けている場合は、あなたの扶養者の納付状況を回答してください。

直近２年間（あなたが日本人、永住者又は特別永住者の子である場合は、直近１年
間）、医療保険料（健康保険、国民健康保険及び後期高齢者医療保険）を適正な時期
に納付している。

はい
(Ｙｅｓ)

いいえ
(Ｎｏ)

※ 未納や当初の納付期限を超えて納税したことがある場合は、「いいえ（Ｎｏ）」を選んでください。
※ あなたが扶養を受けている場合は、あなたの扶養者の納付状況を回答してください。

現在の在留資格について、在留期間「３年」又は「５年」が決定されている。
はい

(Ｙｅｓ)
いいえ
(Ｎｏ)

過去に、日本国の法令に違反して罰金刑・懲役刑・禁固刑を受けたことがない。
はい

(Ｙｅｓ)
いいえ
(Ｎｏ)
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1

2

3

4

5

6

7

署名 / 作成年月日

年 月 日

過去に、日本の法令に違反して罰金刑・懲役刑・禁固刑を受けたことがない。
はい

(Ｙｅｓ)
いいえ
(Ｎｏ)

※ 未納や当初の納付期限を超えて納付したことがある場合は、「いいえ（Ｎｏ）」を選んでください。

直近２年間、医療保険料（健康保険、国民健康保険及び後期高齢者医療保険）を適正
な時期に納付している。

はい
(Ｙｅｓ)

いいえ
(Ｎｏ)

※ 未納や当初の納付期限を超えて納付したことがある場合は、「いいえ（Ｎｏ）」を選んでください。

現在の在留資格について、在留期間「３年」又は「５年」が決定されている。
はい

(Ｙｅｓ)
いいえ
(Ｎｏ)

直近５年間、住民税を適正な時期に納税している。
はい

(Ｙｅｓ)
いいえ
(Ｎｏ)

※ 未納や当初の納税期限を超えて納税したことがある場合は、「いいえ（Ｎｏ）」を選んでください。

直近２年間、年金保険料（国民年金及び厚生年金）を適正な時期に納付している。
はい

(Ｙｅｓ)
いいえ
(Ｎｏ)

国税（源泉所得税及び復興特別所得税、申告所得税及び復興特別所得税、消費税及び
地方消費税、相続税、贈与税）の未納がない。

はい
(Ｙｅｓ)

いいえ
(Ｎｏ)

※ 「定住者」として５年以上在留していない場合でも、日本に引き続き１０年以上在留しており、かつ、
 就労資格（「技術・人文知識・国際業務」等）又は居住資格（「日本人の配偶者等」等）で引き続き５年
以上在留しているときは「はい（Ｙｅｓ）」を選んでください。

永住許可申請セルフチェックシート【在留資格「定住者」の方】

・永住許可の要件に該当するか、事前に確認していただくためのものです。
・以下の質問について、「はい（Ｙｅｓ）」か「いいえ（Ｎｏ）」のいずれかに「○」をつけてください。
 ※ 一つでも「いいえ(Ｎｏ)」に該当した場合、永住許可申請は「不許可」となる可能性が高くなります。
 （「いいえ(Ｎｏ)」が一つもなかったとしても、永住許可申請の「許可」を約束するものではありません。）

「定住者」の在留資格で５年以上継続して日本に在留している。
はい

(Ｙｅｓ)
いいえ
(Ｎｏ)
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令和７年２月 27 日
運 輸 交 通 副 部 長
運 輸 交 通 部 員 様
支 部 長
支部運輸交通部会長

長野県行政書士会会長 和田英幸
長野県行政書士会運輸交通部部長 良川泰章

自動車保管場所証明申請書の自動車の本拠の位置及び

自動車の保管場所の位置について

長野県警察本部交通規制課より車庫証明申請の記載に留意してほしい事項についての連
絡がありました。

下記の通り会員の皆様にはご周知頂けますよう、お願い申し上げます。

申請者がアパート・マンション等で部屋番号が入る場合は自動車の使用の本拠の位置に
ついては部屋番号まで記載して、自動車の保管場所の位置については部屋番号を除いて記
載して欲しいとのことです。

例：申請者の住所→長野市南県町１－１－１ 行政アパート１０１号室

使用の本拠の位置→長野市南県町１－１－１－１０１（部屋番号記入）

保管場所の位置 →長野市南県町１－１－１（部屋番号記入なし）

特にＯＳＳ申請の場合は補正要求等につながるため、ご注意の程宜しくお願い致します。
（窓口申請の場合はその場で訂正を求めています。）

令和７年２月 27 日
運 輸 交 通 副 部 長
運 輸 交 通 部 員 様
支 部 長
支部運輸交通部会長

長野県行政書士会会長 和田英幸
長野県行政書士会運輸交通部部長 良川泰章

自動車保管場所証明申請書の自動車の本拠の位置及び

自動車の保管場所の位置について

長野県警察本部交通規制課より車庫証明申請の記載に留意してほしい事項についての連
絡がありました。

下記の通り会員の皆様にはご周知頂けますよう、お願い申し上げます。

申請者がアパート・マンション等で部屋番号が入る場合は自動車の使用の本拠の位置に
ついては部屋番号まで記載して、自動車の保管場所の位置については部屋番号を除いて記
載して欲しいとのことです。

例：申請者の住所→長野市南県町１－１－１ 行政アパート１０１号室

使用の本拠の位置→長野市南県町１－１－１－１０１（部屋番号記入）

保管場所の位置 →長野市南県町１－１－１（部屋番号記入なし）

特にＯＳＳ申請の場合は補正要求等につながるため、ご注意の程宜しくお願い致します。
（窓口申請の場合はその場で訂正を求めています。）

長野県行政書士会
　会　　　　長　和田　英幸
　運輸交通部長　良川　泰章
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日行連発第 1610 号

令和７年 2月 28 日

各単位会長 様

日本行政書士会連合会

会長 常住 豊

法務業務部

部長 坪川 貞子

定款認証の４８時間特別処理及び設立登記を含めた７２時間処理の

全国展開について（依頼）

今般、法務省から、添付のとおり周知依頼がありましたので、お知らせいた

します。

本件は、日行連サイトにて周知いたしますが、各単位会におかれましても、

会員への周知徹底にご協力くださいますよう、よろしくお願い申し上げます。

【添付】

・ 定款認証の４８時間特別処理及び設立登記を含めた７２時間処理の全国展

開について（依頼）（令和７年２月１７日付・事務連絡）

・ 「２つの原則」リーフレット
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定款認証の手続が
「２つの原則」の導入で

便利になります！

48時間原則01
原則

電子定款の認証の場合、公証人との面前審査の手続は
ウェブ会議が原則です
2024.3.1～ 全国すべての公証役場でスタート

「定款作成支援ツール」を
無料で公開しています
2023.12.26～ 全国どこでもご利用いただけます

定款の作成をかんたんに！

定款作成支援ツールをご利用の場合、
原則として48時間以内に手続を完了します
2024.1.10～ 東京都内・福岡県内の公証役場でスタート
2024.9.20～ 首都圏、愛知県内、大阪府内等に対象を拡大

手続をスピーディーに！

ウェブ会議原則02
原則

面前審査もオンラインで！

詳細は裏面をご覧ください

2025.3.3～
・全都道府県で利用が可能になりました。
・48時間原則をご利用の場合、定款認証と設立登記を併せて原則として72時
間以内に手続を完了する取組も行っています。

株式会社の
設立手続が
スムーズに！

2025年3月
全国展開！
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＼ 定款認証の手続が変わります ／

01-1 定款作成支援ツールの公開
小規模でシンプルな株式会社をスピーディーに設立したいという起業家のニーズにこたえるため、
定款作成を支援するツールを作成し、公開しました。
日本公証人連合会ホームページ（下部参照）からツールをダウンロードの上、必要項目について
プルダウン選択・入力すれば、定款が完成します。
※ 発起人３名以下・取締役会非設置など、作成できる定款の内容には制限があります。
※ ツールは二次利用（改良・第三者への提供等）も可能です（詳細は日本公証人連合会事務局
（03-3502-8050）まで）。

01-2 48時間特別処理
定款作成支援ツールを利用して作成した定款について、原則として48時間以内に認証手続
を完了する運用をスタートしました。
※ ご利用に当たっては、定款に電子署名をし、オンラインで申請をする必要があります。
※ 日中にご都合がつかない場合には、平日夜間（20時まで）にウェブ会議による審査も可能です。
※ 48時間の起算点は、必要な資料がすべて公証役場にメールで到達したときです。資料に不備などがあれ
ば、手続に時間を要する場合があります。また、48時間の算定は、土・日・祝日を除きます。
紙の委任状等を郵送又は持参により提出する場合には、算定方法が異なります。

2 ウェブ会議の原則化
公証役場にお越しいただく負担をなくすため、電子定款の認証における面前審査について、

対面実施の希望がない限り、ウェブ会議で実施することを原則とする運用をスタートしました。

○定款作成支援ツールのダウンロードや各種手続の詳細については、
日本公証人連合会ホームページをご覧ください。
URL https://www.koshonin.gr.jp/news/nikkoren/startup.html

2023.12.26～ 全国

2024.3.1～ 全国

定款作成 面前審査事前チェック 申請 認証

定款を作成します 定款や必要資料を
公証人にメール送信
して、事前チェックを
受けます

事前チェック後、オン
ラインで申請します

公証人の面前での
審査を受けます

認証済みの定款
データはオンライン
で受領できます

01-1
定款作成支援
ツールの公開

02 ウェブ会議の原則化

変
更
後
の
手
続
の
イ
メ
ー
ジ

01-2 48時間特別処理

法務省民事局・日本公証人連合会 〔2025年3月３日版〕

○定款認証のオンライン手続に関して不適切な事案やご意見がありましたら、
以下のウェブフォームからお知らせください。
URL https://forms.gle/SwKWhBvcLWzMcnda6

2024.1.10～ 東京都・福岡県
2024.9.20～ 埼玉県・千葉県・神奈川県・愛知県・大阪府
2025.3.３～ 全国展開

48時間特別処理を利用した場合に、公証人の定款認証と法務局の設立登記を併せて
原則として72時間以内に完了する取組を開始しました（2024.9.20～）。
※ 定款認証後から設立登記を申請するまでの時間は72時間に含まれません。
※ 設立登記について、添付書面情報を全て電磁的記録で作成の上、定款認証後１週間以内に
オンラインで申請し、登録免許税を電子納付する必要があります。

※設立登記とあわせた７２時間処理も利用可能
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別紙１ 

新たな地域名表示による地方版図柄入りナンバープレートの導入及び対象区域変更 

  
○○新新たたなな地地域域名名表表示示をを導導入入すするる地地域域  

都道府県 導入地域 
（ナンバーに表示される地域名） 対象区域 

北海道 十勝 
河東郡（音更町、士幌町、上士幌町、鹿追町）、上川郡（新得町、清水町）、河西郡（芽室町、

中札内村、更別村）、広尾郡（大樹町、広尾町）、中川郡（幕別町、池田町、豊頃町、本別町）、

足寄郡（足寄町、陸別町）、十勝郡（浦幌町） 

栃木県 日光 日光市、塩谷郡（塩谷町） 

東京都 江戸川 江戸川区 

長野県 

安曇野 安曇野市、東筑摩郡（生坂村）、北安曇郡（池田町、松川村） 

南信州 飯田市、下伊那郡（松川町、高森町、阿南町、阿智村、平谷村、根羽村、下條村、売木村、

天龍村、泰阜村、喬木村、豊丘村、大鹿村） 

 
○○ごご当当地地ナナンンババーーのの対対象象区区域域変変更更をを行行うう地地域域  

都道府県 導入地域 

(ナンバーに表示される地域名) 
対象区域 

青森県 弘前 弘前市、中津軽郡（西目屋村）、南津軽郡（田舎館村）※ 

※南津軽郡（田舎館村）が新たに対象区域に追加 
 

十勝（北海道音更町等）

＜十勝の価値満載＞

日光（栃木県日光市等）

＜陽明門、しめ縄、尚仁沢湧水＞

江戸川（東京都江戸川区）

＜煌(きら)めく夜空と靡(なび)く金魚＞

安曇野（長野県安曇野市等）

＜水引で表現した南信州の自然＞

南信州（長野県飯田市等）

＜安曇野の風景＞

新たな地域名表示の地方版図柄入りナンバープレートデザイン

別紙２
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関地協発第 47号 

令和７年３月 11日 

日本行政書士会連合会 

関東地方協議会 

各単位会会長各位 

  

日本行政書士会連合会 

関東地方協議会 

会 長 古田島 俊憲 

 

 

群馬県「産業廃棄物又は特別管理産業廃棄物処理業の許可申請に関する講習会」 

の修了証の取り扱いについて（周知依頼）  

 

謹啓 時下ますますご清栄のこととお喜び申し上げます。日頃より本協議会の運営にご

理解ご協力をいただき、誠にありがとうございます。 

 さて、群馬県環境森林部 廃棄物・リサイクル課より、「産業廃棄物又は特別管理産業廃

棄物処理業の許可申請に関する研修会」の修了証の取り扱いについて、関東圏内の行政書

士からの申請が多々あることから、群馬会会員以外の会員への周知依頼がありました。 

年度末のご多忙の中、大変恐縮ですが、貴会会員へ周知のご協力をお願いいたします。 

 敬白 

記 

 

周知をお願いする文書（添付文書） 

１．群馬県環境森林部 廃棄物・リサイクル課 

「産業廃棄物又は特別管理産業廃棄物処理業の許可申請に関する講習会」の修了

証の取り扱いについて 

 
以上 

 
 
 
 
 

 日行連関東地方協議会 

（当番会 群馬県行政書士会） 

 住 所：群馬県前橋市日吉町 1-8-1 

 e-mail: office@gunma-gyosei.jp 
ＴＥＬ：027-234-3677 ＦＡＸ：027-233-2943  
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（ 公 印 省 略 ）  

廃リ第１２２－６５号  

令和７年３月１０日  

 群馬県行政書士会会長 様 

                        群馬県環境森林部            

廃棄物・リサイクル課長  松本 潔志    

 

「産業廃棄物又は特別管理産業廃棄物処理業の許可申請に関する講習会」 

の修了証の取扱いについて（依頼） 

日頃、本県の廃棄物行政の推進に御理解、御協力をいただき、ありがとうございます。 

さて、令和 2年 4月から、公益財団法人日本産業廃棄物処理振興センターによる「産業廃棄物又

は特別管理産業廃棄物処理業の許可申請に関する講習会」が新型コロナウイルス感染症の拡大防止の

ため、中止等されたことに伴い、群馬県では、申請時に添付を求めていた当該講習会の修了証につい

て、更新許可申請に限り、理由書を提出することで、当該講習会の修了証が添付されていない申請書

を受け付けてきました。 

今般、新型コロナウイルス感染症の感染症法の位置付けが 5類感染症に移行し、当該講習会も従

前の開催規模に戻っていることから、群馬県では令和 8年 4月 1日以降の申請から、当該理由書によ

る対応を終了し、本対応開始以前と同様に、更新許可申請書への有効期限内の修了証の添付を求める

こととしましたので、お知らせします。なお、当該修了証の取得には、講習会の申込みから受講まで

一定の期間を要することから、周知・移行期間（告知開始から令和 8年 3月 31日までの約 1年間）

を設けることとします。 

本件につきましては、当課ホームページ(群馬県産業廃棄物情報-(6)産業廃棄物収集運搬業につい

て-産業廃棄物収集運搬業許可申請の手引 https://www.pref.gunma.jp/site/sanpai/131416.html)に

掲載しましたので、内容について御承知いただくとともに、会員への周知をお願いいたします。 

なお、前橋市長及び高崎市長への許可申請については、各市に確認してください。 

 

 

 

 

 

 

 

＜担当＞ 

産業廃棄物係 

TEL  ：027-226-2861, 2862, 2863 

E-mail：sanpai@pref.gunma.lg.jp 
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事
務

連
絡

令
和
７
年
２
月
２
０
日

日
本
行
政
書
士
会
連
合
会

会
長

殿

出
入
国
在
留
管
理
庁
在
留
管
理
支
援
部
在
留
企
画
室
長

紛
失
等
に
よ
る
在
留
カ
ー
ド
の
再
交
付
申
請
手
続
に
必
要
な
書
類
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

（
依
頼
）

平
素
よ
り
、
出
入
国
在
留
管
理
行
政
に
御
理
解
と
御
協
力
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
第
１
９
条
の
１
２
に
規
定
す
る
紛
失
等
に
よ
る
在
留
カ
ー
ド
の

再
交
付
申
請
手
続
に
は
、
警
察
が
発
行
す
る
遺
失
届
出
証
明
書
や
盗
難
届
出
証
明
書
の
提
出
を
お

願
い
し
て
い
ま
し
た
が
、
本
年
３
月
３
日
以
降
の
申
請
分
に
つ
い
て
は
、
原
則
、
遺
失
届
出
受
理

番
号
又
は
盗
難
届
出
受
理
番
号
を
記
載
し
た
陳
述
書
の
提
出
と
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
点
、
す
で
に
遺
失
届
出
証
明
書
や
盗
難
届
出
証
明
書
を
取
得
し
て
い
る
場
合
は
、
従
前
の

と
お
り
提
出
し
て
い
た
だ
い
て
差
し
支
え
あ
り
ま
せ
ん
。

な
お
、
地
方
出
入
国
在
留
管
理
官
署
に
申
請
を
行
っ
た
際
に
申
請
内
容
に
疑
義
が
あ
る
こ
と
が

判
明
し
た
場
合
は
、
遺
失
届
出
証
明
書
等
の
書
類
の
提
出
を
お
願
い
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
貴
会
会
員
の
皆
様
方
へ
の
周
知
に
つ
き
御
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

本
件
に
つ
い
て
、
御
不
明
な
点
等
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
最
寄
り
の
地
方
出
入
国
在
留
管
理
官

署
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

添
付
物

陳
述
書

１
部

日
行
連
発
第
１
６
８
３
号
 

令
和
７
年
３
月
１
３
日
 

各
単
位
会
長
 
様
 

 

日
本
行
政
書
士
会
連
合
会

 

会
長
 
常
住

 
 
豊
 

国
際
・
企
業
経
営
業
務
部

 

部
長
 
水
野
 
晴
夫
   

紛
失
等
に
よ
る
在
留
カ
ー
ド
の
再
交
付
申
請
手
続
に
必
要
な
書
類
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

（
周
知
）

 

 

今
般
、
出
入
国
在
留
管
理
庁
か
ら
、
紛
失
等
に
よ
る
在
留
カ
ー
ド
の
再
交
付
申
請
手
続

に
必
要
な
書
類
の
一
部
変
更
に
関
す
る
周
知
依
頼
が
あ
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
い
た
し

ま
す
。
 

本
件
に
つ
い
て
は
、
日
行
連
会
員
サ
イ
ト
に
て
周
知
い
た
し
ま
す
が
、
各
単
位
会
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
会
員
へ
の
周
知
に
つ
き
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

 

 【
添
付
】
 

・
紛
失
等
に
よ
る
在
留
カ
ー
ド
の
再
交
付
申
請
手
続
に
必
要
な
書
類
の
一
部
変
更
に
つ
い

て
（
依
頼
）
（
令
和
７
年
２
月
２
０
日
付
・
事
務
連
絡
）

 

・
陳
述
書
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年　　　　月 　　　　　日 　　　　　　　署　名

Year　　　　Month Day Signature

陳陳　　述述　　書書

SSttaatteemmeenntt

□　無し Never
□　一回 Once
□　二回以上 Two or more times

所所持持ししてていいなないい理理由由

RReeaassoonn  ffoorr  nnoott  oowwnniinngg  iitt

□　紛失 Lost
□　盗難 Theft

年　　　　　月　　　　　日
Year        Month       Day

本人／代理人
     Applicant/Representative

上上記記ののととおおりり間間違違いいあありりまませせんん。。
II  hheerreebbyy  ddeeccllaarree  tthhaatt  tthhee  ssttaatteemmeenntt  ggiivveenn  aabboovvee  iiss  ttrruuee  aanndd  ccoorrrreecctt..

紛紛 失失 ／／ 被被 害害 日日

紛紛 失失 ／／ 被被 害害 場場 所所

届届 出出 しし たた 警警 察察 署署

PPllaaccee  ooff  lloossss//ddaammaaggee

NNuummbbeerr  ooff  ttiimmeess
lloosstt  iinn  tthhee  ppaasstt

DDaattee  aanndd  ttiimmee  ooff  lloossss//ddaammaaggee

NNaammee  ooff  ppoolliiccee  ooffffiiccee  oorr  kkoobbaann

過過去去にに紛紛失失等等ししたた回回数数

受受 理理 番番 号号

RReeppoorrtt  nnuummbbeerr
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事
務

連
絡

令
和
７
年
２
月
１
８
日

日
本
行
政
書
士
会
連
合
会

会
長

殿

出
入
国
在
留
管
理
庁
在
留
管
理
支
援
部
在
留
管
理
課
長

在
留
手
続
の
手
数
料
改
定
に
係
る
周
知
に
つ
い
て
（
依
頼
）

平
素
よ
り
、
出
入
国
在
留
管
理
行
政
に
御
理
解
と
御
協
力
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
令
和
７
年
政
令
第
２
７
号
）

が
本
年
４
月
１
日
に
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
下
記
の
と
お
り
在
留
諸
申
請
に
係
る
手
数
料
の

額
が
一
部
改
定
さ
れ
る
と
と
も
に
、
当
該
申
請
が
在
留
申
請
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
行
わ

れ
た
場
合
の
手
数
料
の
額
が
定
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
貴
会
会
員
の
皆
様
方
へ
の
周
知
に
つ
き
御
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

本
件
に
つ
い
て
、
御
不
明
な
点
等
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
最
寄
り
の
地
方
出
入
国
在
留
管
理
官

署
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

記

１
在
留
資
格
の
変
更
の
許
可
及
び
在
留
期
間
の
更
新
の
許
可
に
係
る
手
数
料

現
行
の
４
，
０
０
０
円
を
６
，
０
０
０
円
に
改
定
す
る
。
な
お
、
当
該
申
請
が
在
留
申
請

オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
で
行
わ
れ
た
場
合
は
５
，
５
０
０
円
と
す
る
。

２
永
住
許
可
に
係
る
手
数
料

現
行
の
８
，
０
０
０
円
を
１
０
，
０
０
０
円
に
改
定
す
る
。

３
再
入
国
（
数
次
再
入
国
を
除
く
）
の
許
可
に
係
る
手
数
料

現
行
の
３
，
０
０
０
円
を
４
，
０
０
０
円
に
改
定
す
る
。
な
お
、
当
該
申
請
が
在
留
申
請

オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
で
行
わ
れ
た
場
合
は
３
，
５
０
０
円
と
す
る
。

４
数
次
再
入
国
の
許
可
に
係
る
手
数
料

現
行
の
６
，
０
０
０
円
を
７
，
０
０
０
円
に
改
定
す
る
。
な
お
、
当
該
申
請
が
在
留
申
請

オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
で
行
わ
れ
た
場
合
は
６
，
５
０
０
円
と
す
る
。

５
就
労
資
格
証
明
書
の
交
付
に
係
る
手
数
料

現
行
の
１
，
２
０
０
円
を
２
，
０
０
０
円
に
改
定
す
る
。
な
お
、
当
該
申
請
が
在
留
申
請

オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
で
行
わ
れ
た
場
合
は
１
，
６
０
０
円
と
す
る
。

日
行
連
発
第
１
６
８
４
号
 

令
和
７
年
３
月
１
３
日

 

各
単
位
会
長
 
様
 

 

日
本
行
政
書
士
会
連
合
会

 

会
長

 
常
住

 
 
豊

 

国
際
・
企
業
経
営
業
務
部

 

部
長

 
水
野

 
晴
夫

   

外
国
人
の
在
留
手
続
に
関
す
る
手
数
料
の
改
定
に
つ
い
て
（
周
知
）

 

 

今
般
、
出
入
国
在
留
管
理
庁
か
ら
、
外
国
人
の
在
留
手
続
の
手
数
料
改
定
に
関
す
る
周

知
依
頼
が
あ
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

 

本
件
に
つ
い
て
は
、
日
行
連
会
員
サ
イ
ト
に
て
周
知
い
た
し
ま
す
が
、
各
単
位
会
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
会
員
へ
の
周
知
に
つ
き
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
 

 【
添
付
】
 

・
在
留
手
続
の
手
数
料
改
定
に
係
る
周
知
に
つ
い
て
（
依
頼
）
（
令
和
７
年
２
月
１
８
日

付
・
事
務
連
絡
）
 

・
（
ご
案
内
）
外
国
人
の
在
留
手
続
等
の
手
数
料
改
定
に
関
す
る
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
（
日
本

語
版
）
 

・
（
ご
案
内
）
外
国
人
の
在
留
手
続
等
の
手
数
料
改
定
に
関
す
る
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
（
英
語

版
）
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Q
&
A

Q
1
　
�オ
ン
ラ
イ
ン
で
在
留
手
続
を
行
う
に
は
、�

ど
の
よ
う
な
手
続
を
す
れ
ば
よ
い
で
す
か
。

A
1
　
�事
前
に
在
留
申
請
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
で
利
用
者
情
報
登
録
又
は

利
用
申
出
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

○
�外
国
人
本
人
、法
定
代
理
人
、親
族(
配
偶
者
、子
、父
又

は
母
)の
方
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
使
っ
て
利
用
者

情
報
登
録
を
行
い
ま
す
。

詳
し
く
は
こ
ち
ら
▶

�

○
�弁
護
士
、行
政
書
士
の
方
は
届
出
済
証
明
書
を
使
っ
て

利
用
者
情
報
登
録
を
行
い
ま
す
。

詳
し
く
は
こ
ち
ら
▶

○
�所
属
機
関
の
職
員
、公
益
法
人
又
は
登
録
支
援
機
関
の

職
員
の
方
は
、所
在
地
を
管
轄
す
る
地
方
出
入
国
在
留

管
理
官
署
宛
て
に
利
用
申
出
を
行
っ
て
い
た
だ
き
、承

認
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
こ
ち
ら
▶

Q
2
　
�在
留
申
請
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
で
、�

ど
の
よ
う
な
手
続
が
で
き
る
の
で
す
か
。

A
2
　
�在
留
申
請
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
で
申
請
可
能
な
手
続
は
、
以
下
の

と
お
り
で
す
。

(1
)在
留
資
格
認
定
証
明
書
交
付
申
請

(2
)在
留
資
格
変
更
許
可
申
請

(3
)在
留
期
間
更
新
許
可
申
請

20
25

年
4
月
1日
か
ら

在
留
資
格
の
変
更
や
在
留
期
間
の
更
新
な
ど
に
必
要
な
手
数
料
が
改
定
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
２
０
２
５
年
３
月
３
１
日
ま
で
に
受
付
し
た
申
請
に
つ
い
て
は
、
当
該
申
請
に
係
る
許
可
又
は
交
付
が

４
月
１
日
以
降
と
な
っ
て
も
、
改
定
前
の
手
数
料
に
よ
る
納
付
と
な
り
ま
す
。

外
国
人
の
在
留
手
続
等

に
関
す
る
手
数
料
が

改
定
さ
れ
ま
す
。

在
留
資
格
変
更
許
可

窓
口

オ
ン
ラ
イ
ン

窓
口

窓
口

オ
ン
ラ
イ
ン

窓
口

オ
ン
ラ
イ
ン

在
留
期
間
更
新
許
可

永
住
許
可

再
入
国
許
可（
数
次
）

就
労
資
格
証
明
書
の
交
付

特
定
登
録
者
カ
ー
ド
の
交
付

特
定
登
録
者
カ
ー
ド
の
再
交
付

再
入
国
許
可（
１
回
限
り
）

手
続

改
定
前
手
数
料

改
定
後
手
数
料

手
数
料
改
定
の
例

6,
00
0 円

4,
00
0 円

4,
00
0 円

8,
00
0 円

3,
00
0 円

6,
00
0 円

1,
20
0 円

2,
20
0 円

1,
10
0 円

5,
50
0 円

6,
00
0 円

5,
50
0 円

10
,0
00
 円

4,
00
0 円

4,
00
0 円

3,
50
0 円

7,
00
0 円

6,
50
0 円

2,
00
0 円

2,
00
0 円

1,
60
0 円

窓
口

オ
ン
ラ
イ
ン

窓
口

窓
口

窓
口

オ
ン
ラ
イ
ン

ht
tp

s:
//w

w
w

.m
oj

.g
o.

jp
/is

a/
ap

pl
ica

tio
ns

/o
nl
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on
lin

es
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.h
tm

l
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ou
t O

nl
in

e 
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pl
ica

tio
n

ht
tp

s:
//w

w
w

.m
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.g
o.

jp
/is

a/
Im

m
ig
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tio

n 
an

d 
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m
ig

ra
tio

n 
Co

nt
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l A
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nc
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om
e 

Pa
ge

 T
OP

◀
 出
入
国
在
留
管
理
庁
 ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
TO
P

オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
に
つ
い
て
 

◀ 
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私
た
ち
は
、
出
入
国
在
留
管
理
行
政
が
少
し
で
も
皆
様
に
理
解
さ
れ

身
近
な
も
の
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

出
入
国
・
在
留
等
の
手
続
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
先

▷	▶
地
方
出
入
国
在
留
管
理
官
署

札
幌
出
入
国
在
留
管
理
局

〒
06
0-
00
42
	北
海
道
札
幌
市
中
央
区
大
通
西
12
丁
目
	札
幌
第
3
合
同
庁
舎
	

	TE
L	
05
70
-0
03
25
9	

（
IP
電
話
・
海
外
か
ら
：
01
1-
21
1-
57
01
）

仙
台
出
入
国
在
留
管
理
局

〒
98
3-
08
42
	宮
城
県
仙
台
市
宮
城
野
区
五
輪
1-
3-
20
	仙
台
第
2
法
務
合
同
庁
舎

	TE
L	
05
70
-0
22
25
9	

（
IP
電
話
・
海
外
か
ら
：
02
2-
25
6-
70
25
）

東
京
出
入
国
在
留
管
理
局

〒
10
8-
82
55
	東
京
都
港
区
港
南
5-
5-
30

	TE
L	
05
70
-0
34
25
9	

（
IP
電
話
・
海
外
か
ら
：
03
-5
79
6-
72
34
）

東
京
出
入
国
在
留
管
理
局
	

四
谷
分
庁
舎

〒
16
0-
00
04
	東
京
都
新
宿
区
四
谷
1-
6-
1
四
谷
タ
ワ
ー
13
階
・
14
階

TE
L	
05
70
-0
11
00
0

在
留
調
査
部
門

所
属
機
関
等
に
関
す
る
届
出
・
所
属
機
関
に
よ
る
届
出

TE
L	
03
-5
36
3-
30
32

オ
ン
ラ
イ
ン
審
査
部
門

在
留
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
手
続

TE
L	
03
-5
36
3-
30
30

情
報
管
理
部
門

審
査
記
録
管
理

TE
L	
03
-5
36
3-
30
39

　
成
田
空
港
支
局

〒
28
2-
00
04
		千
葉
県
成
田
市
古
込
字
古
込
1-
1
第
2
旅
客
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
6
階

	TE
L	
04
76
-3
4-
22
22
（
代
）	

TE
L	
04
76
-3
4-
22
11

　
羽
田
空
港
支
局

〒
14
4-
00
41
	東
京
都
大
田
区
羽
田
空
港
2-
6-
4	
羽
田
空
港
CI
Q
棟

TE
L	
03
-5
70
8-
32
02
（
代
）

　
横
浜
支
局

〒
23
6-
00
02
	神
奈
川
県
横
浜
市
金
沢
区
鳥
浜
町
10
-7

	TE
L	
05
70
-0
45
25
9	

（
IP
電
話
・
海
外
か
ら
：
04
5-
76
9-
17
29
）

名
古
屋
出
入
国
在
留
管
理
局

〒
45
5-
86
01
	愛
知
県
名
古
屋
市
港
区
正
保
町
5-
18

	TE
L	
05
70
-0
52
25
9	

（
IP
電
話
・
海
外
か
ら
：
05
2-
21
7-
89
44
）

　
中
部
空
港
支
局

〒
47
9-
08
81
	愛
知
県
常
滑
市
セ
ン
ト
レ
ア
1-
1	
CI
Q
棟
3
階

TE
L	
05
69
-3
8-
74
10
（
代
）

大
阪
出
入
国
在
留
管
理
局

〒
55
9-
00
34
	大
阪
府
大
阪
市
住
之
江
区
南
港
北
1-
29
-5
3

	TE
L	
05
70
-0
64
25
9	

（
IP
電
話
・
海
外
か
ら
：
06
-4
70
3-
20
50
）

　
関
西
空
港
支
局

〒
54
9-
00
11
	大
阪
府
泉
南
郡
田
尻
町
泉
州
空
港
中
1

TE
L	
07
2-
45
5-
14
53
（
代
）

　
神
戸
支
局

〒
65
0-
00
24
	兵
庫
県
神
戸
市
中
央
区
海
岸
通
29
	神
戸
地
方
合
同
庁
舎

TE
L	
07
8-
39
1-
63
77
（
代
）

広
島
出
入
国
在
留
管
理
局

〒
73
0-
00
12
	広
島
県
広
島
市
中
区
上
八
丁
堀
2-
31
	広
島
法
務
総
合
庁
舎
内

TE
L	
08
2-
22
1-
44
11
（
代
）

高
松
出
入
国
在
留
管
理
局

〒
76
0-
00
33
	香
川
県
高
松
市
丸
の
内
1-
1	
高
松
法
務
合
同
庁
舎
（
総
務
課
、
警
備
部
門
）
TE
L	
08
7-
82
2-
58
52
（
代
）

〒
76
0-
00
11
	香
川
県
高
松
市
浜
ノ
町
72
-9
	浜
ノ
町
分
庁
舎
（
審
査
部
門
）

TE
L	
08
7-
82
2-
58
51

福
岡
出
入
国
在
留
管
理
局

〒
81
0-
00
73
	福
岡
県
福
岡
市
中
央
区
舞
鶴
3-
5-
25
	福
岡
第
１
法
務
総
合
庁
舎

TE
L	
09
2-
71
7-
54
20
（
代
）

　
那
覇
支
局

〒
90
0-
00
22
	沖
縄
県
那
覇
市
樋
川
1-
15
-1
5	
那
覇
第
一
地
方
合
同
庁
舎

TE
L	
09
8-
83
2-
41
85
（
代
）

東
日
本
入
国
管
理
セ
ン
タ
ー

〒
30
0-
12
88
	茨
城
県
牛
久
市
久
野
町
17
66
-1

TE
L	
02
9-
87
5-
12
91
（
代
）

大
村
入
国
管
理
セ
ン
タ
ー

〒
85
6-
08
17
	長
崎
県
大
村
市
古
賀
島
町
64
4-
3

TE
L	
09
57
-5
2-
21
21
（
代
）

▷	▶
外
国
人
在
留
支
援
セ
ン
タ
ー
（
FR
ES
C
／
フ
レ
ス
ク
）

外
国
人
在
留
支
援
セ
ン
タ
ー

〒
16
0-
00
04
	東
京
都
新
宿
区
四
谷
1-
6-
1
四
谷
タ
ワ
ー
13
階

	TE
L	
05
70
-0
11
00
0	

（
IP
電
話
・
海
外
か
ら
：
03
-5
36
3-
30
13
）

▷	▶
外
国
人
在
留
総
合
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
等
（
外
国
人
在
留
総
合
相
談
を
実
施
し
て
い
る
窓
口
）

来
所
相
談

	上
記
の
各
地
方
出
入
国
在
留
管
理
官
署
	

（
東
京
出
入
国
在
留
管
理
局
四
谷
分
庁
舎
、
各
空
港
支
局
及
び
各
入
国
管
理
セ
ン
タ
ー
を
除
く
。）

電
話
相
談

TE
L	
05
70
-0
13
90
4	（
IP
電
話
・
海
外
か
ら
：
03
-5
79
6-
71
12
）

〒
10
0-
89
73
	東
京
都
千
代
田
区
霞
が
関
1-
1-
1	
中
央
合
同
庁
舎
６
号
館

TE
L　
04
5-
37
0-
97
55
（
代
）

ht
tp
s:
//w
w
w.
m
oj
.g
o.
jp
/is
a/
in
de
x.
ht
m
l

	
20
25
年
2
月
発
行
　
出
入
国
在
留
管
理
庁
（
20
25
）　
　
作
成
:出
入
国
在
留
管
理
庁

(4
)在
留
資
格
取
得
許
可
申
請

(5
)就
労
資
格
証
明
書
交
付
申
請

(6
)再
入
国
許
可
申
請
※
(2
)~
(4
)と
同
時
に
行
う
場
合
の
み

(7
)資
格
外
活
動
許
可
申
請
※
(2
)~
(4
)と
同
時
に
行
う
場
合
の
み

な
お
、「
外
交
」、
「
短
期
滞
在
」、
一
部
の
「
特
定
活
動
」
の
在
留
資
格
を
有
す
る
方
又
は

当
該
在
留
資
格
へ
の
変
更
を
希
望
す
る
方
は
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

Q
3
　
�申
請
許
可
時
の
手
数
料
に
つ
い
て
、�

収
入
印
紙
の
代
わ
り
に
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
等
で
�

電
子
納
付
す
る
こ
と
は
で
き
ま
す
か
。

A
3
　
電
子
納
付
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

Q
4
　
特
定
登
録
者
カ
ー
ド
と
は
何
で
す
か
。�

A
4
　
�特
定
登
録
者
カ
ー
ド
と
は
、�

ト
ラ
ス
テ
ィド
・
ト
ラ
ベ
ラ
ー
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
ＴＴ
Ｐ
）
の
�

利
用
希
望
者
登
録
が
認
め
ら
れ
た
方
に
交
付
さ
れ
る
カ
ー
ド
で
す
。

ト
ラ
ス
テ
ィ
ド
・
ト
ラ
ベ
ラ
ー
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
(
TT
P)
の
利
用
希
望
者
登
録
が
認
め
ら
れ

た
方
は
、
こ
の
特
定
登
録
者
カ
ー
ド
を
使
っ
て
自
動
化
ゲ
ー
ト
を
利
用
す
る
こ
と
が
可
能

と
な
り
、
通
常
の
審
査
ブ
ー
ス
に
お
け
る
入
国
審
査
官
の
対
面
審
査
を
受
け
ず
に
、
迅
速

に
出
入
国
審
査
手
続
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ト
ラ
ス
テ
ィ
ド
・
ト
ラ
ベ
ラ
ー
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
(
TT
P)
は
、
商
用
、
観
光
、
親
族
訪
問
等

の
目
的
で
本
邦
に
短
期
間
滞
在
す
る
た
め
に
入
国
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
、
観
光
客
及

び
こ
れ
ら
の
家
族
等
で
あ
っ
て
、
一
定
の
要
件
を
満
た
す
「
信
頼
で
き
る
渡
航
者
(
ト
ラ

ス
テ
ィ
ド・
ト
ラ
ベ
ラ
ー
)」
と
認
め
ら
れ
た
外
国
の
方
に
つ
い
て
、「
特
定
登
録
者
カ
ー
ド
」

に
よ
っ
て
自
動
化
ゲ
ー
ト
の
利
用
を
可
能
と
す
る
も
の
で
す
。
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研
修

区
分

受
講

期
間

開
催

案
内

（
会

員
サ

イ
ト

詳
細

発
表

）
申

込
期

間
修

了
証

書
発

行
日

（
同

日
発

送
予

定
）

結
果

通
知

発
送

予
定

日
(
基

準
未

到
達

者
の

み
）

1
実

務
研

修
会

(
更

新
)

令
和

7
年

4
月

1
1
日

（
金

）
～

4
月

2
1
日

（
月

）
令

和
7
年

2
月

上
旬

令
和

7
年

2
月

2
8
日

（
金

）
～

3
月

6
日

（
木

）
令

和
7
年

5
月

7
日

（
水

）
令

和
7
年

5
月

1
3
日

（
火

）

2
事

務
研

修
会

（
新

規
）

6
月

1
7
日

（
火

）
～

6
月

2
7
日

（
金

）
4
月

中
旬

5
月

8
日

（
木

）
～

5
月

1
4
日

（
水

）
7
月

1
7
日

（
木

）
-

3
実

務
研

修
会

(
更

新
)

7
月

1
5
日

（
火

）
～

7
月

2
5
日

（
金

）
5
月

中
旬

6
月

3
日

（
火

）
～

6
月

9
日

（
月

）
8
月

7
日

（
木

）
8
月

1
9
日

（
火

）

4
事

務
研

修
会

（
新

規
）

9
月

5
日

（
金

）
～

9
月

1
6
日

（
火

）
6
月

下
旬

7
月

1
8
日

（
金

）
～

7
月

2
5
日

（
金

）
1
0
月

6
日

（
月

）
-

5
実

務
研

修
会

(
更

新
)

1
0
月

1
5
日

（
水

）
～

1
0
月

2
4
日

（
金

）
8
月

中
旬

9
月

2
日

（
火

）
～

9
月

8
日

（
月

）
1
1
月

7
日

（
金

）
1
1
月

1
3
日

（
木

）

6
事

務
研

修
会

（
新

規
）

1
1
月

1
4
日

（
金

）
～

1
1
月

2
5
日

（
火

）
9
月

中
旬

1
0
月

3
日

（
金

）
～

1
0
月

9
日

（
木

）
1
2
月

1
5
日

（
月

）
-

7
実

務
研

修
会

(
更

新
)

令
和

8
年

1
月

1
9
日

（
月

）
～

1
月

2
9
日

（
木

）
1
1
月

上
旬

1
1
月

2
6
日

（
水

）
～

1
2
月

2
日

（
火

）
令

和
8
年

2
月

1
2
日

（
木

）
令

和
8
年

2
月

1
8
日

（
水

）

8
事

務
研

修
会

（
新

規
）

令
和

8
年

2
月

2
0
日

（
金

）
～

3
月

2
日

（
月

）
1
2
月

中
旬

令
和

8
年

1
月

7
日

（
水

）
～

1
月

1
4
日

（
水

）
令

和
8
年

3
月

2
3
日

（
月

）
-

〇〇
開開

催催
方方

法法

〇〇
研研

修修
会会

のの
区区

分分

〇〇
修修

了了
証証

書書
のの

発発
送送

にに
つつ

いい
てて

〇〇
留留

意意
点点

・
各

研
修

は
定

員
制

で
す

。
申

込
期

間
内

で
あ

っ
て

も
定

員
に

達
し

た
場

合
は

、
受

付
を

締
め

切
ら

せ
て

い
た

だ
き

ま
す

。

所
持

す
る

届
出

済
証

明
書

の
有

効
期

間
を

経
過

し
た

場
合

は
、

再
度

申
請

取
次

事
務

研
修

会
（
新

規
）
を

受
講

し
て

い
た

だ
く
こ

と
と

な
り

ま
す

の
で

、
十

分
御

留
意

く
だ

さ
い

。

令令
和和

７７
年年

度度
　　

行行
政政

書書
士士

申申
請請

取取
次次

関関
係係

研研
修修

会会
／／

日日
程程

表表

・
各

会
員

が
個

々
の

端
末

（
パ

ソ
コ

ン
・
タ

ブ
レ

ッ
ト

・
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

）
か

ら
中

央
研

修
所

研
修

サ
イ

ト
に

ア
ク

セ
ス

し
、

V
O

D
（
ビ

デ
オ

・
オ

ン
・
デ

マ
ン

ド
）
シ

ス
テ

ム
に

登
載

さ
れ

た
　

ビ
デ

オ
講

座
を

受
講

す
る

形
式

で
す

。
所

定
の

期
間

内
で

あ
れ

ば
、

い
つ

で
も

何
度

で
も

御
自

宅
や

事
務

所
に

て
聴

講
可

能
で

す
。

　
事

務
研

修
会

：
課

題
提

出
締

切
後

、
結

果
通

知
と

併
せ

て
基

準
に

到
達

さ
れ

た
方

に
は

修
了

証
書

を
同

封
し

て
発

送
い

た
し

ま
す

。

　
実

務
研

修
会

：
課

題
提

出
締

切
後

、
一

律
に

修
了

証
書

を
発

送
い

た
し

ま
す

が
、

審
査

の
結

果
、

基
準

に
未

到
達

で
あ

っ
た

方
の

み
別

途
、

日
行

連
か

ら
御

連
絡

い
た

し
ま

す
。

事
務

研
修

会
：
入

国
・
在

留
手

続
関

係
の

申
請

取
次

を
新新

規規
に

行
う

こ
と

を
希

望
す

る
行

政
書

士
を

主
な

対
象

と
す

る
研

修
会

で
す

。

【
特

例
措

置
】
既

に
届

出
済

証
明

書
の

交
付

を
受

け
て

い
る

方
の

更
新

手
続

に
は

、
実

務
研

修
会

の
修

了
証

書
に

加
え

て
、

１
 年

以
内

に
発

行
さ

れ
た

事
務

研
修

会
の

修
了

証
書

も
　

　
　

　
　

　
　

 使
用

で
き

る
と

し
た

特
例

措
置

を
講

じ
て

い
ま

す
。

既
に

届
出

済
証

明
書

の
交

付
を

受
け

て
い

る
方

は
、

上
記

区
分

に
よ

ら
ず

申
込

み
が

で
き

ま
す

。

実
務

研
修

会
：
地

方
出

入
国

在
留

管
理

局
か

ら
届

出
済

証
明

書
の

交
付

を
受

け
て

い
て

、
更更

新新
を

希
望

す
る

行
政

書
士

を
対

象
と

す
る

研
修

会
で

す
。

・
開

催
概

要
は

現
時

点
の

予
定

で
あ

り
、

変
更

さ
れ

る
場

合
が

あ
り

ま
す

。

・
各

研
修

会
の

申
込

等
の

詳
細

に
つ

い
て

は
、

日
行

連
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
及

び
会

員
専

用
サ

イ
ト

「
連

c
o
n
」
に

て
御

案
内

い
た

し
ま

す
。
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お 知 ら せ

コスモスしなの・長野県行政書士会共催市民公開講座のお知らせ
「ザ・防犯～安全・安心な生活のためには ！？ ～」

　コスモス成年後見サポートセンター長野県支部（コスモスしなの）は、令和 7年 4月 20（日）
に長野県行政書士会と共催で、市民公開講座「ザ・防犯～安全・安心な生活のためには！？」
を佐久市の佐久平交流センターで開催します。
　今回のテーマは、高齢者などを狙った特殊詐欺や昨年首都圏で多発した匿名流動型犯罪組織
による強盗事件の発生を防止し生活の安全に繋げること、また、毎日を安心して過ごすために
利用できる任意後見、他制度や必要となる備えについてご紹介をします。 第 1 部は、佐久警
察署員からの講演、第 2部はパネルディスカッションを計画しています。また、講座終了後に
市民の皆様からの無料相談会を予定しています。
　本講座は一般の方向けではありますが、行政書士会会員の皆様にもご参加いただき、コスモ
スしなのの活動をご覧いただければ幸いです。多くの皆様のお越しをお待ちしております。

【市民公開講座概要】

テーマ：『ザ・防犯　～安全・安心な生活のためには！？ ～』
開催日：令和 7 年 4 月 20 日（日）
場　所：佐久平交流センター　第 3 会議室 （佐久市）
時　間：第 1 部　市民公開講座　　　　　　13：30 ～
　　　　第 2 部　パネルディスカッション　14：30 ～
無料相談会
主　催：公益社団法人コスモス成年後見サポートセンター長野県支部
共　催：長野県行政書士会
後　援：�佐久市、佐久市社会福祉協議会、…

さく成年後見支援センター
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長野県行政書士会会員　各位
� （公社）コスモス成年後見サポートセンター
� 長野県支部　支部長　栁澤　誠

コスモス成年後見サポートセンター入会前研修会（オンライン）のご案内

コスモス成年後見サポートセンターでは、成年後見支援活動に取組んでいただける会員を募集してお

ります。ご入会に際しては、所定の研修を受講していただくことが必要となります。

今年度は、受講者の皆様の受講のしやすさの観点から、インターネットによるビデオオンデマンド

（VOD）形式で実施します。初回のZoomオンラインでのガイダンス以降は、コスモスVOD研修システ

ムを利用して受講される皆様の都合に合わせてオンライン受講をしていただき、 5月31日（土）と 6月

21日（土）に、長野県行政書士会館（長野市）で参集による研修と考査、入会ガイダンスをお受けいた

だくこととなります。たくさんの皆様の受講をお待ちしております。

1．入会前研修会日程

研　修　日 会　　場 研　　修　　内　　容
Zoomオンライン

　令和 7 年
　 5 月10日（土）
　午前 9 時～ 9 時30分

受講者各自の
事務所、自宅

〇受講ガイダンス
　コスモス成年後見サポートセンターについて
　コスモスVODシステムについて
　質疑応答

コスモスVOD研修システム
　令和 7 年
　 5 月10日（土）
　　　　～ 6 月20日（金）

受講者各自の
事務所、自宅

〇入会前研修（所要時間）
　①成年後見制度概論（53分）
　②法定後見の基礎（50分）
　③任意後見の基礎（62分）
　④地域での活動と地域からの相談（53分）
　⑤法定か任意か、公証人との連携（57分）
　⑥申立～選任後にまず行う事（36分）
　⑦身上監護（保護）の実務（44分）
　⑧財産管理の実務（58分）
　⑨相談機関、法令等（48分）
　⑩事務報告（25分）
　⑪変則的な類型による後見事務（50分）
　⑫生活保護のケース（68分）
　⑬任意後見の事例（68分）
　⑭終了事務と死後事務委任（30分）
　⑮成年後見業務と倫理（76分）
　⑯認知症に関する理解（169分）
　⑰知的障がいに関する基礎知識（90分）
　⑱精神障がいの基礎知識～統合失調症について～（64分）
　⑲知的障がいを有する方の成年後見（169分）
　⑳業務報告の必要性（65分）
　㉑成年後見人としての経験談（80分）

参集研修①
　令和 7 年
　 5 月31日（土）
　午後 1 時～午後 4 時

長野県行政書士
会館
長野市南県町
1009－3

〇実習
　相談を受ける心構え
　（講義、実習、相談票・相談シート）
　後見等事例発表・意見交換

参集研修②
　令和 7 年
　 6 月21日（土）
　午後 1 時～午後 4 時

長野県行政書士
会館
長野市南県町
1009－3

〇考査
〇入会ガイダンス
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2．コスモス入会基準（抜粋）
（1）入会前研修を受講し、効果測定に合格すること。
（2）行政書士法第 2条の 2に定める欠格事由に該当しないこと。
（3）�県行政書士会から過去 5年間訓告相当以上の処分を受けていないこと。
（4）�県行政書士会から過去 2年間品位保持等の理由により勧告もしくは指導を受けていない

こと。
（5）�県行政書士会会費の会費滞納者リストに過去 2年間登載がないこと。
（6）�成年後見賠償責任保険に入会と同時に加入すること。

3．コスモス入会金・年会費
　　　　入 会 金　　　　1 0 , 0 0 0円
　　　　年 会 費　　　　2 4 , 0 0 0円

4．研修会申込要領
【申込方法】�下記の申込票に必要事項を記入の上、コスモス長野県支部事務局まで	 …

E-mail（nagano@cosmos-sc.or.jp）でお申し込み下さい。
【申込締切】令和 7年 4月25日（金）までに申込み下さい。
【研 修 費】15,000円　 6月21日（土）参集研修②の時に申し受けます。
　　　　　　　　　（途中で受講を中断された場合にもご請求させていただきます。）

コスモス成年後見サポートセンター入会前研修会 申込票

氏
ふ り が な 

名

TEL

携帯

事務所住所
〒

FAX

事務所名 e-mail

生年月日
（西暦） 年　　　 月　　 　日生

行政書士
登録番号

E-mail： nagano@cosmos-sc.or.jp
※　申込みは枠内に必要事項をご記入の上、上記の宛先までE-mailを送信ください。
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【コスモス成年後見サポートセンターとは】
日本行政書士会連合会を母体として平成22年 8 月に設立された、全国の行政書士のうち、成
年後見に関する十分な知識・経験を有する者を正会員として組織する公益社団法人です。ご病
気や障がいのある方が、ご自身の意思に基づいて、安心でその人らしい自立した生活が送れる
よう、財産管理、身上保護を行ってサポートします。このことにより、権利の擁護及び福祉の
増進に寄与し、個人の尊厳が保持されることを目的として設立されました。
コスモス成年後見サポートセンターでは、ＶＯＤ研修システムの導入や会員義務研修を開催
し、会員の資質の向上に努めている他、受任に資するため毎年各地の家庭裁判所に後見人等候
補者名簿を提出したり、支援機関から受任者推薦の要請がある場合には会員への受任調整を行
なっています。また、会員は万が一に備えてコスモス会員以外が加入できない成年後見賠償責
任保険に加入することができます。コスモスしなの（長野県支部）では、69名の会員が所属
し、北信、東信、中信、諏訪、南信の各地区で地域の実情に合わせた活動を行っており、既に
後見等受任をしている会員とともに情報交換や研修会を行っています。
現在、各市町村等が成年後見を含む権利擁護支援の地域連携ネットワークを組織し、行政書
士を含む専門職後見人、市民後見人や地域の関係者及び支援機関、家庭裁判所等の連携が図ら
れています。我々行政書士は地域連携ネットワークの中核機関の活動に参画し、運営委員や研
修会等の講師として活動しています。成年後見人等の業務は、行政書士の業務に附帯し、又は
密接に関連する業務であるとともに、重要な地域貢献活動です。
現在、地域によっては行政書士を含む専門職後見人の担い手が非常に不足してきており、こ
れからの高齢化やご病気や障がいをお持ちの方でも地域の中で普通に生活される社会が進展す
る中で、支援者不足の顕在化が予想されます。県内各地域での専門職後見人の担い手として、
たくさんの長野県行政書士会会員の皆様にコスモスの目的と活動にご賛同いただき、ともに活
動いただけることをお待ちしております。

入会の詳細につきましては、別紙にてご案内いたします。なお、入会には原則として入会前
研修の受講等が必要となります。

定款等の情報はコスモス成年後見サポートセンターのホームページをご覧ください。
http://www.cosmos-sc.or.jp/
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会報「行政書士ＮＡＧＡＮＯ」についてのお知らせ

平素より広報業務対策部の事業にご理解とご協力を賜り、誠にありがとうございます。

会報「行政書士ＮＡＧＡＮＯ」は、本会のホームページ上に掲載しており、新たな会報を発
行する際には、ホームページの「お知らせ」欄でご案内するとともに、電子メールでもお知ら
せしています。

これまでインターネットにアクセスできない会員への経過措置として簡易印刷版を提供して
まいりましたが、予定どおり１６７号（春号）をもって終了いたします。

これを機にインターネットのご利用および本会ホームページの会員専用ページからメールア
ドレスの登録をお願いいたします。

初回ログイン方法等につきましては、会報の「会員専用ページのＩＤ・パスワードについ
て」をご参照ください。

「行政書士コンプライアンスマニュアル（新版）」について

日頃より本会の運営にご協力いただき、御礼申し上げます。

この度、総務部では、『行政書士コンプライアンスマニュア
ル（新版）』を作成いたしましたので、業務の適正な遂行の参
考にしていただきますようお願いいたします。

なお、行政書士コンプライアンスマニュアル（新版）は、本
会ホームページの「会員専用ページ」に掲載しておりますので
ご覧ください。
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会員専用ページのID・パスワードについて

本会ホームページの研修会情報、業務資料等が掲載されている「会員専用ページ（会員への
お知らせ）」を閲覧するためには、ログイン用の「ユーザー名（ID）」と「パスワード」が必
要になります。会員登録していただきますと、会報発行のお知らせ、研修情報等が登録のメー
ルアドレスへ自動配信され、研修会の申し込みが可能となりますので、ぜひご登録をお願いい
たします。

0. 初回ログイン

パスワードは全員共通しているため、初回ログイン時はパスワードの再設定が必要になります。

11..会会員員専専用用ペペーージジ

22..会会員員仮仮登登録録ペペーージジ

３３..パパススワワーードド再再登登録録メメーールル

４４..会会員員本本登登録録ペペーージジ

IDとパスワードを入力します。

受信できるメールアドレスを入力してくだ
さい。
入力したメールアドレス宛に「パスワード
設定」の案内メールが届きます。

パスワード再登録用のアドレスが記載され
たメールが届きます。

[ 再登録アドレス ]
クリックするとパスワード再登録ページが
開きます。

新しいパスワードを入力します。
次回以降、設定したパスワードでログイン
をします。
忘れないように管理してください。

ログインID：会員番号
パスワード：password

※�日行連発行の「登録番号」では
ありません。

　�長野会発行の「会員番号」とな
りますので、会員証をご確認く
ださい。
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令和7年度　定時総会・定期大会のご案内

長野県行政書士会・長野県行政書士政治連盟では、令和 6年度の事業報告、決算報告及び令
和 7年度の事業計画案、予算案などについて審議するため、下記のとおり定時総会・定期大会
を開催しますので、各支部の代議員の方の出席をお願いします。

記

日　　時　　令和 7年 5月30日（金）午前11時から（予定）

場　　所　　ホテル国際21
　　　　　　長野市県町576（電話：026－234－1111）

令和6年度行政書士試験結果について（令和7年1月29日）

令和 6年度の行政書士試験結果については、下記のとおりです。

受験申込者数 受験者数 合格者数 合格率

長野県 726 575 64 11.13％

全　国 59,832 47,785 6,165 12.90％

斡　旋　物　一　覧

品　　　　名 価　　格 備考

行 政 書 士 徽 章（ネジ） 3,000円 送料実費

行 政 書 士 徽 章（タイタック） 3,000円 　　〃

事 件 簿 用 紙 300円 　　〃

領 収 書 700円 　　〃

戸 籍 謄 本 等 職 務 上 請 求 書
（新様式・A 4版） 800円

「職務上請求書払い出しに関する運用」（別頁掲
載）に基づき払い出しいたします。
送料実費
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職務上請求書払い出しに関する運用について

令和 6年 8月改訂版 

職務上請求書払い出しに関する運用について 

 

日本行政書士会連合会職務上請求書の適正な使用及び取扱いに関する規則（以下「規則」

という。）第３６条規定に基づき使用済み職務上請求書の確認及び職務上請求書の払出条件

等について次のとおり運用する。 

  

１．職務上請求書払出し（購入）のスケジュール 

役員による内容確認日を原則毎月第１・３木曜日とする。 

その内容確認日の前日までに事務局に郵送または持参されたものについて受付をする。 

役員による確認で問題が無ければ、内容確認日の翌日に払い出しを行う。 

※第１・３木曜日が祝・休日の場合は当該祝・休日の翌事務局執務日を内容確認日とする。

内容確認日の前日が祝・休日の場合は当該祝・休日直前の事務局執務日までに郵送また

は持参されたものについて受付をする。 

 （内容確認日：本会ホームページのカレンダーに掲載） 

※規則第２４条第１項後段に基づき、審査状況により一定期間払出を凍結する場合があ

る。 

  

２．申込み・受取方法及び代金支払い方法 

○申込み方法 
（※使用済み職務上請求書の確認の必要がない場合（新規登録者等）は、即日払出し可

能とする）  
郵送による申込み：レターパックライトまたはプラスにて事務局宛郵送  
来所による申込み：事務局に持参（行政書士証票提示）  
※法人会員は法人名・法人の職印を押印のうえ申込み  
○受取方法  
郵送による受取：返送用レターパックプラス（ライトは不可）を同封すること。事務局

から登録事務所宛送付  
来所による受取：事務局にて行政書士票提示のうえ受取  
○代金支払方法 
郵送による受取：返送用レターパックに同封する郵便振替用紙にて職務上請求書代金

及び返送用 レターパック代金を支払い（同封されていない場合）  
来所による受取：事務局にて現金払い 
 

３．申込時に必要な書類 

・購入申込書 ・誓約書 ・使用済みの職務上請求書  
・日行連が実施する一般倫理研修受講修了証 

令和 6年 8月改訂版 

・来所の場合は行政書士証票、郵送の場合は行政書士証票のコピー  

 

４．購入が出来ない者 

・前月分までの会費について完納されていない者  ・補助者  
・使用人行政書士 ・規則第３５条の購入及び使用の禁止に該当する者 

 

５．使用済み請求書の確認による払出の可否は下記による 

別紙確認表によりチェックを行い、対応方法Ａ、Ｂ、Ｃ又はＤを選択することとし、各

項目の対応は次のとおりとする。 

Ａ：払出可  

Ｂ：確認役員による電話等で注意・確認を行い問題なければ払出可 

電話等で十分な確認ができないと思われる場合はＣに移行 

Ｃ：理由書・追加書類の提出を求め、注意・確認を行い問題なければ払出可 

問題があると思われる場合はＤに移行 

Ｄ：不正または重大な過誤が懸念されるため呼出により役員による聴取を行い問題なけ

れば払出可、問題があれば綱紀案件に移行 

  

６．この運用に記載のない事項は規則に従う。 

  

この運用は令和６年７月１８日以降の払い出しに適用する。 

 

※※職職務務上上請請求求書書使使用用済済みみ控控ええ確確認認日日はは、、本本会会ホホーームムペペーージジににてて公公開開いいたたししまますす。。  
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令和 6年 8月改訂版 

・来所の場合は行政書士証票、郵送の場合は行政書士証票のコピー  

 

４．購入が出来ない者 

・前月分までの会費について完納されていない者  ・補助者  
・使用人行政書士 ・規則第３５条の購入及び使用の禁止に該当する者 

 

５．使用済み請求書の確認による払出の可否は下記による 

別紙確認表によりチェックを行い、対応方法Ａ、Ｂ、Ｃ又はＤを選択することとし、各

項目の対応は次のとおりとする。 

Ａ：払出可  

Ｂ：確認役員による電話等で注意・確認を行い問題なければ払出可 

電話等で十分な確認ができないと思われる場合はＣに移行 

Ｃ：理由書・追加書類の提出を求め、注意・確認を行い問題なければ払出可 

問題があると思われる場合はＤに移行 

Ｄ：不正または重大な過誤が懸念されるため呼出により役員による聴取を行い問題なけ

れば払出可、問題があれば綱紀案件に移行 

  

６．この運用に記載のない事項は規則に従う。 

  

この運用は令和６年７月１８日以降の払い出しに適用する。 

 

※※職職務務上上請請求求書書使使用用済済みみ控控ええ確確認認日日はは、、本本会会ホホーームムペペーージジににてて公公開開いいたたししまますす。。  
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誓 約 書 
 

 私（達）は、「戸籍謄本・住民票の写し等職務上請求書（以下「職務上請求書」という。）」

の購入及び使用に際し、以下の事項を誓約します。 

 

１．私（達）が職務上請求書を取り扱う際の誓約 

（１）職務上請求書は、行政書士として職務上必要な請求に限り使用し、これ以外の請求

や、身元調査等人権侵害のおそれがある場合は、使用しません。 

（２）職務上請求書には、日本行政書士会連合会が定めた記入要領に反した記載（記入要

領の定めにより記載することとされた事項を記載しないことを含む。）は行いません。 

（３）職務上請求書には、不実の記載をしません。 

（４）控えは２年間保管し、所属単位会等からの提出要請があれば、これに応じます。 

（５）廃業の届出その他行政書士法第７条の規定により登録が抹消されることとなった場

合又は解散の届出その他行政書士法第１３条の１９の規定により解散することとなっ

た場合は、所属単位会に未使用分の職務上請求書を速やかに返戻します。 

２．私（達）以外の者による職務上請求書の不正使用を防止するための誓約 

（１）職務上請求書は、何人にも譲り渡さず、かつ使用人である行政書士に使用させる場

合又は使者として補助者を用いる場合を除き、他人に使用させません。 

（２）職務上請求書は、盗難、紛失又は毀損を防止するよう適切に管理し、紛失、盗難時

には、速やかに所属単位会に報告するとともに、警察署に届け出ます。 

（３）私（達）の使用人である行政書士又は補助者が、私（達）が購入した職務上請求書

に関して行った行為については、その責任を負います。 

３．上記１又は２に違背することは、行政書士又は行政書士法人の信用又は品位を害し、行政

書士又は行政書士法人たるにふさわしくない重大な非行に該当し、処分を受けるに相当する

ものであることを認識します。 

４．職務上請求書の不適切な取扱いに関して、都道府県知事による懲戒処分又は所属単位会に

よる会則の規定に基づく処分がなされた場合には、以下の措置が取られることについて、何

ら異議を申し立てません。 

（１）所属単位会に未使用分の「職務上請求書」を速やかに返戻し、一定期間新たな購入

ができないこと。 

（２）日本行政書士会連合会が定める方法により、氏名又は法人名称及び処分内容等が一

般国民に対し一定期間公表されること。 

 

日   付 令和  年  月  日 所属単位会             会 

登録（法人）番号  会員番号   

氏名（法人名称） 職印 

＜以下、単位会記入欄＞ 

払出し管理番号  

 

様様式式第第33号号（（第第2222条条関関係係））  
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□�山梨会新年賀詞交歓会
1　と　　き　令和 7年 1月 22 日（水）
2　と こ ろ　甲府市、ベルクラシック甲府
3　出 席 者　上島副会長

□�国際部研修会
1　と　　き　令和 7年 1月 22 日（水）
2　と こ ろ　長野市、会館
3　出 席 者　��和田会長、三浦部長、春日副部長、

金井、八幡各部員、会員 27 名
4　研修内容
　（1）「経営・管理」の基礎
　（2）抑えるべきポイント
　（3）質問と意見交換
5　講　　師　国際部員　八幡徳広先生

□�神奈川会新年賀詞交歓会
1　と　　き　令和 7年 1月 23 日（木）
2　と こ ろ　横浜市、横浜ベイシェラトン
3　出 席 者　�荻原副会長

□ �Gビズ ID取得体験会事前説明
1　と　　き　令和 7年 1月 23 日（木）
2　と こ ろ　長野市、会館
3　出 席 者　�土屋デジタル推進特別委員長、涌

井副委員長

□�デジタル推進特別委員会
1　と　　き　令和 7年 1月 24 日（金）
2　と こ ろ　長野市、会館
3　出 席 者　�土屋デジタル推進特別委員長、涌

井副委員長、小池各委員
4　会議事項
　（1）次年度予算案について
　（2）機材導入について
　（3）その他

□ �Gビズ ID取得体験会
1　と　　き　令和 7年 1月 24 日（金）
2　と こ ろ　長野市、会館
3　出 席 者　�和田会長、土屋デジタル推進特別

委員長、涌井副委員長、小池各委
員、会員 3名

4　研修内容
　（1）Gビズ IDの概要説明
　（2）Gビズ IDの取得方法解説
　（3）質疑応答
5　講　　師　�デジタル庁担当者（オンライン参

加）

□�日行連令和6年度調停スキルに
関する研修

1　と　　き　令和 7年 1月 27 日（月）
2　と こ ろ　名古屋市、愛知県行政書士会
3　出 席 者　�二瓶ADRセンター長（オンライ

ン）
4　内　　容
　（1）�大規模災害発生時のADRの活用について

（対談）
　（2）�行政書士のための相談業務スキルアップ＆

対話促進型調停入門講座
5　講　　師
　（1）�愛知県行政書士会　竹田勲　会長、ADR

推進本部　杉山久美子　本部長
　（2）ADR推進本部　杉山久美子　本部長

□ �ADR手続実施者養成研修
1　と　　き　令和 7年 1月 28 日（火）
2　と こ ろ　長野市、会館
3　出 席 者　�二瓶センター長、渡邊副センター

長、深澤運営委員、受講者 8名
4　研修内容　�調停人養成（中級編）模擬調停

（ロールプレイ）
5　講　　師　渡邊副センター長、深澤運営委員　

会 議 報 告
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□�群馬会新年賀詞交歓会
1　と　　き　令和 7年 1月 28 日（火）
2　と こ ろ　高崎市、エテルナ高崎
3　出 席 者　�和田会長

□�外国人を対象とした無料相談会
1　と　　き　令和 7年 1月 28 日（火）
2　と こ ろ　東京都、東京出入国在留管理局
3　出 席 者　�三浦国際部長

□�綱紀委員会
1　と　　き　令和 7年 1月 29 日（水）
2　と こ ろ　長野市、会館
3　出 席 者　�宮嶋副委員長、奈良木、宮本各委

員
4　会議事項
　（1）綱紀案件の報告
　（2）綱紀案件の聴聞について
　（3）その他

□�静岡会新年賀詞交歓会
1　と　　き　令和 7年 1月 31 日（金）
2　と こ ろ　静岡市、ホテルアソシア静岡
3　出 席 者　�和田会長

□ �ADR 手続実施者養成研修（オ
ンライン）

1　と　　き　令和 7年 2月 6日（木）
2　出 席 者　�渡邊副センター長、深澤運営委員、

受講者 7名
3　研修内容　ロールプレイ
4　講　　師　渡邊副センター長、深澤運営委員　

□�栃木会新年賀詞交歓会
1　と　　き　令和 7年 2月 6日（木）
2　と こ ろ　宇都宮市、ホテル東日本宇都宮
3　出 席 者　�二瓶副会長

□�日行連第 2回模擬ODR（オン
ライン）

1　と　　き　令和 7年 2月 7日（金）

2　出 席 者　�二瓶ADRセンター長
3　内　　容　�ODR 特有の課題の共有と検討

（テーマ：自転車事故）

□�日行連職務上請求書関係事務取
扱責任者会議（オンライン）

1　と　　き　令和 7年 2月 7日（金）
2　出 席 者　�鈴木総務部長
3　内　　容　�職務上請求書の管理体制等に関す

る意見交換

□�日行連全国広報担当者会議（オ
ンライン）

1　と　　き　令和 7年 2月 12 日（水）
2　出 席 者　�栁澤広報業務対策副部長
3　内　　容　
　（1）会報誌について
　（2）広報グッズについて
　（3）その他

□�新規登録者必須研修会
1　と　　き　令和7年 2月 12日（水）、13日（木）
2　と こ ろ　松本市、アルピコプラザホテル
3　出 席 者　�和田会長、髙木部長、五味副部長、

飯塚、涌井各部員、新規登録者
42 名（会場 29 名、オンライン 13
名）

4　内容・講師
　（1）アイスブレイク・髙木研修部長
　（2）�行政書士業務の全体像について・涌井研修

部員
　（3）�行政書士法・コンプライアンス・鈴木総務

部長
　（4）権利義務関係・飯塚研修部員
　（5）後見業務・栁澤コスモスしなの支部長
　（6）先輩行政書士の講話・中信支部八幡会員
　（7）�先輩行政書士によるパネルディスカッショ

ン・五味研修副部長他
　（8）農地業務・東信支部藤森会員
　（9）運輸交通業務・良川運輸交通部長
　（10）建設業務・田嶋農林建設部員
　（11）環境生安業務・和田環境生安部員
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　（12）国際業務・三浦国際部長
　（13）相談技法・二瓶ADRセンター長

□�一般会員対象の研修会
1　と　　き　令和 7年 2月 13 日（木）
2　と こ ろ　松本市、アルピコプラザホテル
3　出 席 者　�和田会長、髙木部長、五味副部長、

飯塚、涌井各部員、会員 2名（オ
ンライン）

4　内容・講師
　相談技法・二瓶ADRセンター長

□�埼玉会主催運輸交通部門情報交
換会

1　と　　き　令和 7年 2月 13 日（木）
2　と こ ろ　さいたま市、ソニックシティビル
3　出 席 者　�良川運輸交通部長
4　内　　容
　（1）�自動車登録及び封印制度に関する情報交換

会
　（2）�「封印受領書発行どっとこむ」のシステム

紹介
　（3）その他

□�農林建設部会
1　と　　き　令和 7年 2月 14 日（金）
2　と こ ろ　長野市、会館
3　出 席 者　�上島部長、藤澤副部長、田嶋、奈

良木各部員
4　会議事項
　（1）令和 7年度事業計画案及び予算案について
　（2）委嘱式について
　（3）その他

□�元須坂市議会議長佐藤壽三郎氏
（元副会長・長野支部会員）旭日
小綬章受章祝賀会

1　と　　き　令和 7年 2月 16 日（日）
2　と こ ろ　須坂市、松栄寿司須坂店
3　出 席 者　�和田会長

□�選挙管理委員会
1　と　　き　令和 7年 2月 17 日（月）
2　と こ ろ　長野市、会館
3　出 席 者　�和田会長、齊藤、常盤、木場、長

田、古谷各委員
4　会議事項
　（1）委嘱状交付
　（2）役員選出
　（3）会長選挙日程について
　（4）その他

□�法務部会（オンライン）
1　と　　き　令和 7年 2月 18 日（火）
2　出 席 者　�栁澤部長、木内、木下各部員
3　会議事項
　（1）令和 6年度法務部事業反省
　（2）令和 7年度事業計画案と予算案の検討

□�総務部会
1　と　　き　令和 7年 2月 19 日（水）
2　と こ ろ　長野市、会館
3　出 席 者　�和田会長、鈴木部長、平林副部長、

井上、藤井各部員
4　会議事項
　（1）�令和 7 年度事業計画（案）及び予算（案）

について
　（2）その他

□�国際部会
1　と　　き　令和 7年 2月 19 日（水）
2　と こ ろ　長野市、会館
3　出 席 者　�三浦部長、春日副部長、金井、八

幡各部員
4　会議事項
　（1）令和 7年度事業計画案及び予算案について
　（2）その他

□�日行連建設業務全国担当者会議
（オンライン）
1　と　　き　令和 7年 2月 19 日（水）
2　出 席 者　�上島農林建設部長
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3　内　　容　�建設業許可関連分野における真正
の担保等　業務の適正化について

　（1）�押印と真正性について（判例から考える）
　（2）�行政書士の真正性への関与について（処分

事例から考える）

□�研修部会（オンライン）
1　と　　き　令和 7年 2月 20 日（木）
2　出 席 者　�髙木部長、五味副部長、飯塚、涌

井各部員
3　会議事項
　（1）研修会の振り返り
　（2）�令和 7 年度事業計画（案）及び予算（案）

について
　（3）その他

□�日行連認証取得済単位会課題検
討協議会（オンライン）

1　と　　き　令和 7年 2月 21 日（金）
2　出 席 者　�二瓶ADRセンター長
3　内　　容
　（1）�ADR取扱件数増加に向けた取組について
　（2）ADR推進本部の取組について
　（3）その他

□�茨城会新年賀詞交歓会
1　と　　き　令和 7年 2月 22 日（土）
2　と こ ろ　水戸市、水戸京成ホテル
3　出 席 者　�和田会長

□�広報業務対策部会
1　と　　き　令和 6年 2月 25 日（火）
2　と こ ろ　長野市、会館
3　出 席 者　�吉田部長、栁澤副部長、五味、友

渕、大前各部員
4　会議事項
　（1）会報 167 号（3月号）について
　（2）�令和 7 年度事業計画（案）及び予算（案）

について
　（3）その他

□�東京出入国在留管理局と日行連
関地協との連絡会議

1　と　　き　令和 7年 2月 25 日（火）
2　と こ ろ　東京都、日行連
3　出 席 者　�三浦国際部長
4　議　　題
　（1）各部門における審査等の状況について
　（2）研修会への講師の派遣について
　（3）�今年度における無料相談会の開催報告及び

来年度について
　（4）その他

□�デジタル推進特別委員会・研修部
共催「デジタルツール」研修会

1　と　　き　令和 7年 2月 26 日（水）
2　と こ ろ　�諏訪市、諏訪市駅前交流テラス…

すわっチャオ
3　出 席 者　�土屋委員長、涌井副委員長、岡田

委員、髙木部長、五味副部長、会
員 15 名（会場 7 名、オンライン
8名）

4　研修内容　�クラウド利用の復習、業務で役に
立つデジタル関連サイト、ツール
の紹介

5　講　　師　�デジタル推進特別副委員長（研修
部員）涌井史明先生、同委員　岡
田賢司先生

□�国際部研修会
1　と　　き　令和 7年 2月 27 日（木）
2　と こ ろ　長野市、会館
3　出 席 者　�三浦部長、春日副部長、金井、八

幡各部員、会員 25 名
4　研修内容
　（1）�「技術・人文知識・国際業務」の基礎と抑

えるべきポイント
　（2）「技能」の基礎と抑えるべきポイント
　（3）質問と意見交換
5　講　　師
　国際副部長　春日博幸先生
　国際部員　金井剛先生
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□ �ADR 手続実施者養成・能力向
上研修（オンライン）

1　と　　き　令和 7年 3月 4日（火）
2　出 席 者　�二瓶センター長、渡邊副センター

長、深澤運営委員、受講者 8 名、
手続実施者 2名

3　研修内容　�オンライン調停まとめ、オンライ
ン調停ロールプレイ

4　講　　師　二瓶ADRセンター長

□�国際部会
1　と　　き　令和 7年 3月 7日（金）
2　と こ ろ　長野市、会館
3　出 席 者　�三浦部長、春日副部長、金井部員
4　会議事項
　（1）事例研修会について
　（2）その他

□�国交省北陸信越運輸局主催登録・
検査業務効率化・DX化につい
てのWEB説明会（オンライン）

1　と　　き　令和 7年 3月 10 日（月）
2　出 席 者　�良川運輸交通部長
3　内　　容
　（1）�自動車の登録・検査手続のデジタル化の推

進
　（2）�自動車登録検査手続のキャッシュレス化方

針について（構想）

□�日行連関地協会長会（オンライ
ン）

1　と　　き　令和 7年 3月 11 日（火）
2　出 席 者　�和田会長
3　議　　題
　（1）�令和 6年度関東地方協議会の予算執行状況

について（報告）
　（2）その他

□�国際部研修会（事例研修会）
1　と　　き　令和 7年 3月 11 日（火）
2　と こ ろ　長野市、ホテル国際 21
3　出 席 者　�和田会長、三浦部長、金井、八幡

各部員、会員 16 名、他県会員 24
名

□�建設業受託業務委嘱式・研修会
1　と　　き　令和 7年 3月 12 日（水）
2　と こ ろ　長野市、会館
3　出 席 者　�和田会長、上島部長、藤澤副部長、

田嶋、奈良木各部員、会員 18 名
4　研修内容　�令和 7年度長野県建設業許可等委

託業務について
5　講　　師　�長野県建設部建設政策課課長補佐　

宮川あゆみ様
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令和 6年 10 月 1 日飯田市長と行政書士会南信支部（実際には飯田支所長）との間で、「災害
時等における被災者支援に関する協定書」を締結するに至りました。
私も本会の法務部員として、災害対策に取り組む一員ではありますが、飯田下伊那地域の市
町村いずれも締結に至っておりませんでしたが、令和 6年 7 月、飯田市役所のOBでもあり、
元県議の小島康晴会員の紹介で、危機管理部長、課長、課長補佐兼防災係長の 3名の方に、小
島会員と供に資料として、「長野県知事と長野県行政書士会他士業団体との協定書」、「本会の
防災マニュアルの抜粋部分」それに「県内の 2市町の協定書」の写しを持参し、趣旨を説明さ
せていただき同感を得ることができました。
その後は、課長補佐兼防災係長との数回の意見交換ののち原案を作成し、本会の栁澤法務部
長にも目を通していただき、危機管理部に送付しました。2週間余り、庁内で検討・確認作業
ののち、返答があるというので、飯田市長との間で調印式があるものと思い、副支所長方にそ
の時は、正副で調印式に臨もうと話していましたが、危機管理課より郵送されてきて、「二部
に支部長印を押して、一部返送して欲しい」ということでした。これには正直あっけない思い
もしました。（市長も忙しいですから）てっきり、地元新聞社も呼んでの調印式を期待してい
たのに誠に残念。従って、その時の写真などもありません。
令和 6年 9月 1日には、市役所庁舎内で毎年行われる、「罹災証明書発行訓練」があるので、
見学に来てほしいという話もありましたが、台風接近で取りやめとなり、その後一度、庁舎内
の「罹災証明書の発行手順訓練」に数名の会員が参加しました。
ただ申すまでもなく、締結で終わりではありません。今後この協定に基づいて、組織づく
り、支援体制の構築等行わなければなりません。また、令和 7年度は、下伊那郡内の 13 町村
との協定を目指していく所存です。
さらに、飯田下伊那地域は、国から「東海地震の『防災対策強化地域』」に指定されている
地域でありますので、本会とも連携をしてしっかり取り組むことが重要だと認識しています。
併せて、本会の防災マニュアルの再検討にも携わっていきたいと思います。

飯田市との「災害時等における被災者支援に関する協定書」締結について
� 南信支部長（飯田支所長）木下　茂

支部だより
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去る 2月 28 日、本会南信支部と社会保険労務士会伊那支部との合同研修会が伊那市で開催
されました。
本研修会では、行政書士会側が「外国人の就労可能な在留資格について」の講義を担当し、
社労士会側からは「外国人の就労に関する労働法の知識」をテーマに講義を行っていただきま
した。

外国人の「特定技能」制度や、新たに創設される「育成就労」制度においては、労働法の知
識が不可欠です。また、顧問先に外国人が就労している社労士のみなさんにとっては、在留資
格をはじめとする入管法の基本的な知識が求められます。
これからも研修を通じて、制度への理解を深めるとともに、意見交換の機会を継続して設け
ることができればと感じられる充実した研修会になりました。

行政書士会南信支部と社労士会伊那支部との合同研修会
� 南信支部　吉田　靖史

支部だより
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会 員 の 動 き
※個人情報保護のため掲載事項を省略いたしました。

─入会者─
個人会員

所属支部 入会登録
年 月 日 氏　　名 事務所

（市町村名のみ） 所属支部 入会登録
年 月 日 氏　　名 事務所

（市町村名のみ）
長野支部 7. 2. 1 小宮山千代子 長野市 南信支部 7. 2. 1 桐生　敏弘 飯田市
長野支部 7. 3. 15 中島　英喜 長野市 南信支部 7. 3. 15 木下　哲也 飯田市

─退会者─
所属支部 氏　　名 退　会

年月日 所属支部 氏　　名 退　会
年月日 所属支部 氏　　名 退　会

年月日
中信支部 窪田　正彦 7. 1. 31 長野支部 堀越　倫世 7. 1. 31 中信支部 小出　哲夫 7. 2. 5
中信支部 堀池　真也 7. 2. 25 長野支部 松山　嘉道 7. 2. 27 南信支部 小松原　豊 7. 2. 28
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ご　逝　去
謹んで、ご冥福をお祈りいたします。

西　山　利　昭　殿（長野）
令和 7 年 2 月

田　口　　　誠　殿（東信）
令和 7 年 3 月

編 集 後 記
暖かくなってきましたね。
久しぶりに足を運んだ道の駅の店先は、リンゴの赤から柑橘類の黄色やオレンジ色に
衣替えです。今の時期が旬の柑橘類は晩柑類とよばれるそうです。真冬に収穫され、酸
味を抜くための貯蔵期間を経て店頭に並びます。大きさも色も形も様々で、「両親は○
○柑と△△柑」とか、「レモン色だけどとっても甘い！」など、説明書きを読んで味を
想像しながら選ぶのは楽しいひととき。温州みかんに代表される柑橘類は、風邪の予防
や疲労回復などの健康効果が知られていますが、最近の研究では骨粗鬆症予防や認知機
能の向上にも効果が期待できるとか。爽やかな香りはリフレッシュ効果だけでなく、不
安や緊張を解く作用もあると言われます。また、風水では、黄色は金運アップ、オレン
ジ色は金運や人間関係の向上に効果があるとされています。一日の始まり
に、仕事の合間に、旬の柑橘類を摂ることは、なかなか理にかなっている
と言えそうですね。
新年度が始まります。皆さまが健康にも仕事にも恵まれた日々を過ごさ
れることを願っています。
� （広報業務対策部員　五味　直美）





［申込期間］［申込期間］2025年4月1日（火）～6月20日（金）2025年4月1日（火）～6月20日（金）
［受講期間］［受講期間］2025年8月1日2025年8月1日（（金）～9月15日金）～9月15日（（月・祝）月・祝）

　　　　　　　　　　　　　　　　 中央研修所研修サイトを利用したeラーニング方式で実施いたします。 中央研修所研修サイトを利用したeラーニング方式で実施いたします。
　　　　　　　　　 PC・スマホ等（※）があれば自宅からいつでも講義を受講することができます。　　　　　　　　　 PC・スマホ等（※）があれば自宅からいつでも講義を受講することができます。
［考 査 日］［考 査 日］2025年10月19日（日）2025年10月19日（日）

　　　　　　　　（単位会が指定する考査会場にて全国一斉で開催いたします。）　　　　　　　　（単位会が指定する考査会場にて全国一斉で開催いたします。）

［講義科目］［講義科目］

「プレ研修」は中央研修所研修サイトで公開中！

※�一部サポート対象外となるブラウザ・機能がございます。
　あらかじめ中央研修所研修サイトの利用確認をお願いいたします。

�詳細は「月刊日本行政」3～6月各号に掲
載の「令和7年度特定行政書士法定研修募
集要項」または下記QRコードより会員専
用サイト「連con」内、「特定行政書士法定
研修」をご覧ください（事前にログインの
上、読み取ってください）。

さあ!
特定行政書士に
なろう

行政法総論、行政手続制度概説、行政手続法の論点、
行政不服審査制度概説、行政不服審査法の論点、
行政事件訴訟法の論点、要件事実・事実認定論、
特定行政書士の倫理、総まとめ（予定）

行政書士法改正（平成26年12月27日施行）により、
日本行政書士会連合会が実施する研修を修了した行政書士（特定行政書士）は、

行政不服申立てに係る手続きの代理が行えることとなりました。
行政書士証票に「特定行政書士」が付記され、

特定行政書士専用の徽章を購入することができます。

日本行政書士会連合会


